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国家戦略特別区域法の概要

国家戦略特区諮問会議の意見を聴いて、
国家戦略特区基本方針を策定。

議長：内閣総理大臣
議員：内閣官房長官

国家戦略特区担当大臣
内閣総理大臣が指定する国務大臣
民間有識者

国家戦略特区諮問会議及び関係地方公
共団体の意見を聴いて、国家戦略特区を
指定するとともに、特区ごとの区域方針を
決定。

国家戦略特別区域会議
（通称：国家戦略特区統合推進本部）

・国家戦略特区担当大臣
・関係地方公共団体の長
・内閣総理大臣が選定した民間事業者

規制の特例措置の適用

国家戦略特区計画の内閣総理大臣の認定により、規制の特例措置を適用。

国家戦略特別区域
基本方針の策定（閣議決定）

国家戦略特別区域の指定（政令）

区域方針の決定（内閣総理大臣決定）

特区ごとに設置

必要に応じ、関係行政機関の長や
区域計画等に関し密接な関係を有する者
を加えることができる。

経済社会の構造改革を重点的に推進することにより、産業の国際競争力を強化するとと
もに、国際的な経済活動の拠点の形成を促進する観点から、国が定めた国家戦略特別区域
において、規制改革等の施策を総合的かつ集中的に推進するために必要な事項を定める。

設備投資減税、研究開発減税、
固定資産税の減免等。

内閣総理大臣

ベンチャー企業等の先駆的な事業に必要な
資金の貸付けに対し、利子補給金を支給。

金融支援

（必要に応じ参加）

内閣府に設置

関係大臣

○公布日(平成25年12月13日)から施行。
○ただし、次の規定は、公布日から４月を超えない範囲内において政令で定める日から施行。
 国家戦略特別区域計画の認定等に関する規定
 国家戦略特別区域計画に基づく事業に対する規制の特例措置等

構造改革特区
との連携

施行期日

○国家戦略特区に関する提案のうち、構造改革の推進等に資すると認められるものは、
構造改革特区の提案とみなして構造改革特区として支援。

○構造改革特区の規制の特例措置について、国家戦略特区計画に記載し総理の認定を受ける
ことで活用が可能。

協力
・

合意

同意

国家戦略特別区域計画の作成

国家戦略特別区域諮問会議

認定

内 閣 府 地 域 活 性 化 推 進 室
内閣官房地域活性化統合事務局

税制による支援
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国際的ビジネス拠点の
形成

世界から資本・人材を呼び込む
国際的ビジネス環境の整備

イノベーションによる高度医療の
開発及び実用化の促進

医療等の国際的
イノベーション拠点の形成

農業等の改革による
産業競争力の強化

革新的な農業等の
産業の実践拠点の形成

国家戦略特区のイメージ

医
療

教育

雇
用

都
市
再
生
・

ま
ち
づ
く
り

農
業

歴
史
的
建
築

物
の
活
用

※１ 本資料は、参考までにイメージを記載したものであり、特区の内容がこれに限定されるものではない。
※２ は法律に盛り込まれたもの。

容積率・用途等土地利用規制の見直し

滞在施設の旅館業法の適用除外

雇用条件の明確化

有期雇用の特例

保険外併用療養の拡充

医学部の新設に関する検討

歴史的建築物に関する旅館業法の特例

農業委員会と市町村の事務分担

農業への信用保証制度の適用

農家レストランの農用地区域内設置の容認

エリアマネジメントの民間開放
（道路の占用基準の緩和）

公立学校運営の民間への開放
（公設民営学校の設置）

国際医療拠点における外国医師の
診察、外国看護師の業務解禁

病床規制の特例による
病床の新設・増床の容認

古民家等の活用のための建築基準法の適用除外等

農業生産法人の要件緩和

⇒ 居住を含め都市環境を整備

⇒ 道路空間の利用による都市の魅力向上

⇒ 外国人の滞在ニーズへの対応

⇒ グローバル人材の育成等の多様な教育の提供

⇒ 新規開業企業、グローバル企業等の投資促進

⇒ 柔軟で多様な働き方、プロジェクト単位での雇用促進

⇒ 高度な医療技術を有する外国医師等の受入促進

⇒ 高度な水準の医療の提供

⇒ 高度な水準の医療の提供

⇒ 社会保障制度改革や全国的な影響等を勘案

⇒ 地域活性化、国際観光等の推進

⇒ 農地の流動化の促進

⇒ 商工業とともに行う農業についての資金調達の円滑化

⇒ ６次産業化の推進

⇒ 地域活性化、国際観光等の推進

⇒ ６次産業化の推進
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○
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日
法
律
第
百
七
号
）

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

国
家
戦
略
特
別
区
域
法

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
四
条
）

第
二
章

国
家
戦
略
特
別
区
域
基
本
方
針
（
第
五
条
）

第
三
章

区
域
計
画
の
認
定
等
（
第
六
条
―
第
十
二
条
）

第
四
章

認
定
区
域
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
対
す
る
規
制
の
特
例
措
置
等
（
第
十
三
条
―
第
二
十
八
条
）

第
五
章

国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
（
第
二
十
九
条
―
第
三
十
六
条
）

第
六
章

雑
則
（
第
三
十
七
条
―
第
四
十
一
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）
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第
一
条

こ
の
法
律
は
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
国
際
経
済
環
境
の
変
化
そ
の
他
の
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
、
我
が

国
の
経
済
社
会
の
活
力
の
向
上
及
び
持
続
的
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
国
が
定
め
た
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
、
経
済

社
会
の
構
造
改
革
を
重
点
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
経
済
活

動
の
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
関
し
、
規
制
改
革
そ
の
他
の
施
策
を
総

合
的
か
つ
集
中
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
、
も
っ
て
国
民
経
済
の
発
展
及
び
国
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
等
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
」
と
は
、
当
該
区
域
に
お
い
て
、
高
度
な
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
若

し
く
は
そ
の
成
果
を
活
用
し
た
製
品
の
開
発
若
し
く
は
生
産
若
し
く
は
役
務
の
開
発
若
し
く
は
提
供
に
関
す
る
事
業
そ
の
他

の
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
に
資
す
る
事
業
又
は
国
際
的
な
経
済
活
動
に
関
連
す
る
居
住
者
、
来
訪
者
若
し
く
は
滞
在
者

を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
事
業
そ
の
他
の
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
に
資
す
る
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の
経
済
社
会
の
活
力
の
向
上
及
び
持
続
的
発
展
に
相
当
程
度
寄
与
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

区
域
と
し
て
政
令
で
定
め
る
区
域
を
い
う
。
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２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
事
業
」
と
は
、
第
十
条
を
除
き
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
い
う
。

一

別
表
に
掲
げ
る
事
業
で
、
第
十
三
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
規
制
の
特
例
措
置
の
適
用
を
受
け
る
も
の

二

産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
又
は
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
に
資
す
る
も
の
と
し
て
我
が
国
の
経
済
社
会
の

活
力
の
向
上
及
び
持
続
的
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
業
で
あ
っ
て
第
二
十
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
指
定
金
融
機
関
か
ら
当
該
事
業
を
行
う
の
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
て
行
わ
れ
る
も
の

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
規
制
の
特
例
措
置
」
と
は
、
第
十
条
を
除
き
、
法
律
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
規
制
に
つ
い
て
の
第
十

三
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
に
規
定
す
る
法
律
の
特
例
に
関
す
る
措
置
及
び
政
令
又
は
主
務
省
令
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
政
令
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
規
制
に
つ
い
て
の
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
政
令
若
し
く
は
内
閣
府
令
（

告
示
を
含
む
。
）
・
主
務
省
令
（
第
三
十
九
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
制
に
あ
っ
て
は
、
主
務
省
令
。
以
下
「
内
閣
府
令

・
主
務
省
令
」
と
い
う
。
）
又
は
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
条
例
で
規
定
す
る
政
令
等
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を
い
い
、

こ
れ
ら
の
措
置
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
当
該
規
制
の
趣
旨
に
照
ら
し
地
方
公
共
団
体
が
こ
れ
ら
の
措
置
と
併
せ
て

実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
措
置
を
含
む
も
の
と
す
る
。

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
方
公
共
団
体
」
と
は
、
都
道
府
県
、
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
を

- 3 -



除
き
、
以
下
同
じ
。
）
又
は
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
の
一
部
事
務
組

合
若
し
く
は
広
域
連
合
を
い
い
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
港
務
局

を
含
む
も
の
と
す
る
。

５

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
政
令
の
制
定
又
は
改
廃
の
立
案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
家
戦
略
特

別
区
域
諮
問
会
議
及
び
関
係
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
は
、
国
が
、

こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
政
策
課
題
の
迅
速
な
解
決
を
図
る
た
め
、
適
切
に
国
家
戦
略
特
別
区
域
を
定
め
る
と
と
も

に
、
規
制
の
特
例
措
置
の
整
備
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
、
関
連
す
る
諸
制
度
の
改
革
を
推
進
し
つ
つ
総
合
的
か
つ
集
中
的
に

講
ず
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
が
、
国
と
相
互
に
密
接
な
連
携
を
図
り
つ

つ
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
活
用
し
て
、
我
が
国
の
経
済
社
会
の
活
力
の
向
上
及
び
持
続
的
発
展
を
図
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
関
連
す
る
施
策
と
の
連
携
）
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第
四
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動

の
拠
点
の
形
成
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
構
造
改
革
特
別
区
域
（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法

律
第
百
八
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
を
い
う
。
第
十
条
第
三
項
及
び
第
三
十
八
条
第
二
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
経
済
社
会
の
構
造
改
革
の
推
進
に
関
す
る
施
策
そ
の
他
の
関
連
す
る
施
策
と
の
連
携
を
図
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

国
家
戦
略
特
別
区
域
基
本
方
針

第
五
条

政
府
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
に

関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
集
中
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
基
本
方
針
」
と

い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
家
戦
略
特
別
区
域
基
本
方
針
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
の
推
進
の
意
義

及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

二

国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
の
推
進
の
た
め
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に
政
府
が
実
施
す
べ
き
規
制
改
革
そ
の
他
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

三

国
家
戦
略
特
別
区
域
を
指
定
す
る
政
令
の
立
案
に
関
す
る
基
準
そ
の
他
基
本
的
な
事
項

四

第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
計
画
の
同
条
第
七
項
の
認
定
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

五

国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
の
推
進
に
関
し

政
府
が
講
ず
べ
き
措
置
に
つ
い
て
の
計
画

六

国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
の
推
進
に
関
し

政
府
が
講
ず
べ
き
新
た
な
措
置
に
係
る
提
案
の
募
集
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活

動
の
拠
点
の
形
成
の
推
進
に
関
し
必
要
な
事
項

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
の
意
見
を
聴
い
て
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
基
本
方
針
の
案
を
作
成
し

、
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閣
議
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
基
本
方
針

を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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５

政
府
は
、
情
勢
の
推
移
に
よ
り
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
基
本
方
針
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

６

第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

７

内
閣
総
理
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
第
二
項
第
六
号
に
規

定
す
る
提
案
の
募
集
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
章

区
域
計
画
の
認
定
等

（
区
域
方
針
）

第
六
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
ご
と
に
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
基
本
方
針
に
即
し
て
、
国
家
戦
略
特
別
区

域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
に
関
す
る
方
針
（
以
下
「
区
域
方
針
」

と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

区
域
方
針
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
に
関
す
る
目
標

並
び
に
そ
の
達
成
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
政
策
課
題
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二

前
号
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
事
業
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活

動
の
拠
点
の
形
成
に
関
し
必
要
な
事
項

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
区
域
方
針
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
及
び
関
係
地
方
公
共
団
体

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
区
域
方
針
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
関
係
地
方
公
共
団
体
に

送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

内
閣
総
理
大
臣
は
、
情
勢
の
推
移
に
よ
り
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
区
域
方
針
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
区
域
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
）

第
七
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
ご
と
に
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
計
画
（
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
単
に
「
区
域
計
画

」
と
い
う
。
）
の
作
成
、
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
区
域
計
画
（
同
号
に
お
い
て
単
に
「
認
定
区
域
計
画
」
と
い

う
。
）
の
実
施
に
係
る
連
絡
調
整
並
び
に
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
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活
動
の
拠
点
の
形
成
に
関
し
必
要
な
協
議
（
第
四
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
区
域
計
画
の
作
成
等
」
と
い
う
。
）
を
行
う

た
め
、
次
に
掲
げ
る
者
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
を
組
織
す
る
。

一

国
家
戦
略
特
別
区
域
担
当
大
臣
（
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特

命
担
当
大
臣
で
あ
っ
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
命
を
受
け
て
同
法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
二
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る

事
務
及
び
同
条
第
三
項
第
三
号
の
七
に
掲
げ
る
事
務
を
掌
理
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

二

関
係
地
方
公
共
団
体
の
長

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
区
域
方
針
に
即
し
て
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
又
は
国
際
的
な

経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
に
特
に
資
す
る
と
認
め
る
特
定
事
業
を
実
施
す
る
と
見
込
ま
れ
る
者
と
し
て
、
公
募
そ
の
他
の
政

令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
選
定
し
た
者
を
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
構
成
員
と
し
て
加
え
る
も
の
と
す
る
。

３

国
家
戦
略
特
別
区
域
担
当
大
臣
及
び
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
協
議
し
て
、
次
に
掲
げ
る

者
を
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
構
成
員
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

国
の
関
係
行
政
機
関
の
長
（
当
該
行
政
機
関
が
合
議
制
の
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
行
政
機
関
。
以
下
同

じ
。
）
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二

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
作
成
し
よ
う
と
す
る
区
域
計
画
又
は
認
定
区
域
計
画
及
び
そ
の
実
施
に
関
し
密
接
な
関
係

を
有
す
る
者

４

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
の
作
成
等
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
国
の
行
政
機
関
の
長

及
び
地
方
公
共
団
体
の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
に
対
し
て
、
資
料
の
提
供
、
意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
の
作
成
等
を
行
う
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す

る
者
以
外
の
者
に
対
し
て
も
、
必
要
な
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
お
い
て
協
議
が
調
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
構
成
員
は
、
そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
の
庶
務
は
、
内
閣
府
に
お
い
て
処
理
す
る
。

８

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議

が
定
め
る
。

（
区
域
計
画
の
認
定
）
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第
八
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
基
本
方
針
及
び
区
域
方
針
に
即
し
て
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
を
図

る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
区
域
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。

２

区
域
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

国
家
戦
略
特
別
区
域
の
名
称

二

第
六
条
第
二
項
第
一
号
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
し

よ
う
と
す
る
特
定
事
業
の
内
容
及
び
実
施
主
体
に
関
す
る
事
項

三

前
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
ご
と
の
第
十
三
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
規
制
の
特
例
措
置
の
内
容

四

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
に
関
す
る
事
項

五

区
域
計
画
の
実
施
が
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
及
ぼ
す
経
済
的
社
会
的
効
果

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活

動
の
拠
点
の
形
成
の
た
め
に
必
要
な
事
項

３

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
に
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
特
定
の
者
を
定
め
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よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
特
定
事
業
の
内
容
及
び
当
該
特
定
事
業

の
実
施
主
体
と
し
て
当
該
区
域
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
（
当
該
公
表
が
さ
れ
た

者
を
除
く
。
）
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
対
し
て
、
自
己
を
当
該
特
定
事
業

の
実
施
主
体
と
し
て
加
え
る
よ
う
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
出
を
し
た
者
が
実
施
し
よ

う
と
す
る
特
定
事
業
が
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
又
は
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形

成
に
資
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
出
に
応
じ
る
も
の
と
す
る
。

６

区
域
計
画
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
の
構
成
員
が
相
互
に
密
接
な
連
携
の
下
に
協
議
し
た
上
で
、
国
家
戦
略
特
別
区

域
担
当
大
臣
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
及
び
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
構
成
員
（
以
下
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
担
当
大
臣

等
」
と
い
う
。
）
の
全
員
の
合
意
に
よ
り
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

７

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
区
域
計
画
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に

適
合
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。
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一

国
家
戦
略
特
別
区
域
基
本
方
針
及
び
区
域
方
針
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

区
域
計
画
の
実
施
が
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の

形
成
に
相
当
程
度
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

三

円
滑
か
つ
確
実
に
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

８

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
行
う
に
際

し
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
に
対
し
、
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

９

内
閣
総
理
大
臣
は
、
認
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
特
定
事
業
（
第
二
条
第
二
項
第
一
号
に

掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
事
業
に
係
る
関
係
行
政
機

関
の
長
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
関
係
行
政
機
関
の
長
」
と
い
う
。
）
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
当
該
特
定
事
業
が
、
法
律
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
規
制
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て

は
第
十
三
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
の
規
定
で
、
政
令
又
は
主
務
省
令
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
規
制
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は

国
家
戦
略
特
別
区
域
基
本
方
針
に
即
し
て
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
政
令
若
し
く
は
内
閣
府
令
・
主
務
省
令
で
又
は
第
二

十
七
条
の
規
定
に
よ
る
政
令
若
し
く
は
内
閣
府
令
・
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
条
例
で
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
と
こ
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ろ
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
同
意
を
す
る
も
の
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
は
、
認
定
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10
（
認
定
区
域
計
画
の
変
更
）

第
九
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
認
定
を
受
け
た
区
域
計
画
（
以
下
「
認
定
区
域
計
画
」
と
い
う
。
）
の
変
更
（
内
閣

府
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
除
く
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
条
第
三
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
区
域
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
特
定
事
業
）

第
十
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
又
は
国
際
的
な
経
済
活

動
の
拠
点
の
形
成
を
図
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
区
域
計
画
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
特
定
事
業
の
内
容
、
実
施
主
体
及
び
開
始
の
日
に
関
す
る
事
項

二

前
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
ご
と
の
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
る
規
制
の
特
例
措
置
の
内
容

三

第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
を
実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
区
域
（
第
三
項
に
お
い
て
「
特
定
事
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業
実
施
区
域
」
と
い
う
。
）
の
範
囲

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合

に
お
け
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
九
項
中
「
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
）
及

び
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
事
業
等
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
当
該

特
定
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
事
業
等
」
と
、
「
第
十
三
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
か

ら
第
二
十
五
条
ま
で
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
四
章
」
と
、
「
で
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
で
、
構
造
改
革
特
別
区
域
基

本
方
針
（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針
を
い
う
。
）
に
即
し
て
構
造

改
革
特
別
区
域
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
政
令
若
し
く
は
主
務
省
令
で
、
」
と
、
「
条
例
で
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
で

又
は
同
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
政
令
若
し
く
は
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
条
例
で
」
と
す
る
。

３

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
区
域
計
画
で
第
八
条
第
七
項
の
認
定
を
受
け
た
も
の
（
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
定
め
た
部
分
に
限
る
も
の
と
し
、
前
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
含
む
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
八
条
第
七
項
の
認
定
（
前
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
四
条
第
九
項
の
認
定
（
同
法
第
六
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
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と
、
第
八
条
第
七
項
の
認
定
を
受
け
た
区
域
計
画
（
前
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の

。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
同
法
第
四
条
第
九
項
の
認
定
を
受
け
た
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
（
同
法
第
六
条
第
一
項
の

変
更
の
認
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
、
特
定
事
業
実
施
区
域
を
構
造
改
革

特
別
区
域
と
、
第
二
条
第
一
項
の
政
令
の
改
廃
に
よ
り
国
家
戦
略
特
別
区
域
で
な
く
な
っ
た
場
合
及
び
次
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
第
八
条
第
七
項
の
認
定
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
を
同
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合

と
み
な
し
て
、
同
法
第
四
章
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
章
（
第
十
二
条
第
一
項
を
除
く
。
）
中
「
地

方
公
共
団
体
が
、
そ
の
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
そ
の
」
と
、
同
法
第
十
二
条
（
同
条
第
五
項
及
び

第
十
一
項
の
表
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
の
項
を
除
く
。

）
及
び
第
十
三
条
（
同
条
第
四
項
の
表
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
項
を
除
く
。
）
中
「
受
け
た
地

方
公
共
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
受
け
た
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七

号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
を
い
う
。
）
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
」
と
、
同
法
第
十
二

条
第
五
項
、
第
二
十
条
第
三
項
、
第
二
十
四
条
第
二
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
受
け
た

地
方
公
共
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
受
け
た
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
」
と
す
る
ほ
か
、
次
の
表
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の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項

地
方
公
共
団
体
が

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年

法
律
第
百
七
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
会

議
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が

第
十
二
条
第
十
一
項

地
方
公
共
団
体
の
長

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年

の
表
地
方
教
育
行
政

法
律
第
百
七
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
会

の
組
織
及
び
運
営
に

議
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
関
係
地
方
公
共

関
す
る
法
律
（
昭
和

団
体
の
長

三
十
一
年
法
律
第
百

地
方
公
共
団
体
の
教
育
委

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
の
教
育
委
員
会

六
十
二
号
）
の
項

員
会

第
十
三
条
第
四
項
の

地
方
公
共
団
体
の
長

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年

表
地
方
教
育
行
政
の

法
律
第
百
七
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
会

組
織
及
び
運
営
に
関

議
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
関
係
地
方
公
共
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す
る
法
律
の
項

団
体
の
長

地
方
公
共
団
体
の
教
育
委

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
の
教
育
委
員
会

員
会

第
十
五
条
第
一
項

都
道
府
県
が
、
都
道
府
県

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係
る

知
事

関
係
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
都
道
府
県
の
知
事

第
十
五
条
第
二
項

前
項

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
前
項

第
十
九
条
第
一
項
各

市
町
村
の
教
育
委
員
会
が

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村

号
列
記
以
外
の
部
分

、

の
教
育
委
員
会
が
、

当
該
市
町
村

当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議

市
町
村
の
教
育
委
員
会
が

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年

同
項
各
号

法
律
第
百
七
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
会

議
を
い
う
。
第
五
条
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
関
係
地
方
公

共
団
体
で
あ
る
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
同
項
各
号
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市
町
村
の
教
育
委
員
会
。

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村

の
教
育
委
員
会
。

第
十
九
条
第
一
項
第

市
町
村

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村

一
号
及
び
第
二
号

第
十
九
条
第
一
項
第

そ
の
設
定

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
設
定

三
号

市
町
村
が

当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市

町
村
が

第
二
十
条
第
一
項

地
方
公
共
団
体
の

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
の

第
二
十
三
条
第
一
項

市
町
村
（
地
域
保
健
法
（

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

一
号
）
第
五
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定

め
る
市
を
除
く
。
以
下
こ
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の
条
及
び
別
表
第
十
三
号

に
お
い
て
同
じ
。
）

市
町
村
の
区
域

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村

（
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
市
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
第

十
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
域

第
二
十
三
条
第
二
項

市
町
村
（

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年

法
律
第
百
七
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
会

議
を
い
う
。
）
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村
（

第
二
十
四
条
第
一
項

地
方
公
共
団
体

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体

第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
及
び
第
六
項

第
二
十
八
条
第
四
項

場
合
、
同
項

場
合
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
二
条
第
一
項
の
政
令
の
改
正
に
よ
り
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国
家
戦
略
特
別
区
域
の
区
域
の
変
更
（
当
該
変
更
に
よ
り
第
一
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
て
同
項
各
号
に
定
め
る
酒
類
の
製
造
免
許
を
受
け
た

者
の
当
該
製
造
免
許
に
係
る
酒
類
の
製
造
場
が
特
定
事
業
実
施
区
域
（

同
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
実
施
区
域
を
い
う

。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
内
に
所
在
し
な
い
こ
と
と
な
る
も

の
に
限
る
。
）
が
さ
れ
た
場
合
、
同
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

認
定
区
域
計
画
の
変
更
（
特
定
事
業
と
し
て
別
表
第
十
八
号
に
掲
げ
る

特
定
農
業
者
に
よ
る
特
定
酒
類
の
製
造
事
業
を
定
め
な
い
こ
と
と
す
る

も
の
に
限
る
。
）
の
認
定
が
あ
っ
た
場
合
、
第
一
項

第
二
十
八
条
の
二
第

地
方
公
共
団
体

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体

一
項
第
一
号
及
び
第

二
号

第
二
十
八
条
の
二
第

又
は
同
項

、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
二
条
第
一
項
の
政
令
の
改
正
に
よ
り
国
家
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三
項

戦
略
特
別
区
域
の
区
域
の
変
更
（
当
該
変
更
に
よ
り
第
一
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
て
同
項
各
号
に
定
め
る
酒
類
の
製
造
免
許
を
受
け
た
者
の

当
該
製
造
免
許
に
係
る
酒
類
の
製
造
場
が
特
定
事
業
実
施
区
域
内
に
所

在
し
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
限
る
。
）
が
さ
れ
た
場
合
、
同
法
第
九

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
区
域
計
画
の
変
更
（
特
定
事
業
と
し
て

別
表
第
十
八
号
の
二
に
掲
げ
る
特
産
酒
類
の
製
造
事
業
を
定
め
な
い
こ

と
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
認
定
が
あ
っ
た
場
合
又
は
第
一
項

第
二
十
九
条
第
一
項

地
方
公
共
団
体
の
教
育
委

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
の
教
育
委
員
会

員
会

第
二
十
九
条
第
四
項

地
方
公
共
団
体
の
長
が
そ

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年

の
施
設
を
管
理
す
る
高
等

法
律
第
百
七
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
会

専
門
学
校

議
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
関
係
地
方
公
共

団
体
の
長
が
そ
の
施
設
を
管
理
す
る
高
等
専
門
学
校
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地
方
公
共
団
体
の
長
が
そ

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
が
そ
の
施

の
施
設
を
管
理
す
る
学
校

設
を
管
理
す
る
学
校

地
方
公
共
団
体
の
長
が
そ

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年

の
施
設
を
管
理
す
る
公
立

法
律
第
百
七
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
会

学
校

議
を
い
う
。
）
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
が
そ
の
施
設
を
管
理

す
る
公
立
学
校

第
三
十
二
条
第
一
項

地
方
公
共
団
体
を

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
を

第
三
十
三
条

地
方
公
共
団
体
が

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が

地
方
公
共
団
体
の

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
の

４

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
区
域
計
画
で
第
八
条
第
七
項
の
認
定
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
認

定
を
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
四
条
第
九
項
の
認
定
と
、
第
八
条
第
七
項
の
認
定
を
受
け
た
区
域
計
画
を
同
法
第
四
条
第
九

項
の
認
定
を
受
け
た
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
と
、
第
一
項
第
二
号
の
規
制
の
特
例
措
置
（
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る

も
の
に
限
る
。
）
を
同
法
第
二
条
第
三
項
の
規
制
の
特
例
措
置
（
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
と
み
な
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し
て
、
同
法
第
八
条
第
二
項
及
び
第
十
八
条
（
同
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
同
項
中
「
地
方
公
共
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律

第
百
七
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
を
い
う
。
）
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
」
と
、
同
法

第
十
八
条
第
二
項
中
「
同
法
第
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）

第
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
八
条
第
二
項
」
と
す
る
。

５

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
区
域
計
画
で
第
八
条
第
七
項
の
認
定
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第

二
号
の
規
制
の
特
例
措
置
を
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二
条
第
三
項
の
規
制
の
特
例
措
置
と
み
な
し
て
、
同
法
第
四
十
七
条

の
規
定
を
適
用
す
る
。

６

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
の
こ
の

法
律
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
認
定
の
取
消
し
）

第
十
一
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
認
定
区
域
計
画
（
認
定
区
域
計
画
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下

同
じ
。
）
が
第
八
条
第
七
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
認
定
（
第
九
条
第
一
項
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の
変
更
の
認
定
を
含
む
。
第
十
三
条
及
び
第
十
八
条
第
四
項
第
一
号
を
除
き
、
以
下
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
あ
ら
か
じ
め
関
係
行
政
機
関
の
長
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消
し
に
関
し
必
要
と
認
め
る
意
見
を

申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
八
条
第
十
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
区
域
計
画
の
認
定
の
取
消
し
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
認
定
区
域
計
画
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
評
価
）

第
十
二
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
認
定
区
域
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章

認
定
区
域
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
対
す
る
規
制
の
特
例
措
置
等

（
旅
館
業
法
の
特
例
）

第
十
三
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
外

国
人
滞
在
施
設
経
営
事
業
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
、
外
国
人
旅
客
の
滞
在
に
適
し
た
施
設
を
賃
貸
借
契
約
及
び
こ
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れ
に
付
随
す
る
契
約
に
基
づ
き
一
定
期
間
以
上
使
用
さ
せ
る
と
と
も
に
当
該
施
設
の
使
用
方
法
に
関
す
る
外
国
語
を
用
い
た

案
内
そ
の
他
の
外
国
人
旅
客
の
滞
在
に
必
要
な
役
務
を
提
供
す
る
事
業
（
そ
の
一
部
が
旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旅
館
業
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す

る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
一
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
第
八
条
第
七
項

の
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
（
第
九
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
九
項
第
二
号
に
お
い
て
「
内
閣

総
理
大
臣
認
定
」
と
い
う
。
）
を
申
請
し
、
そ
の
内
閣
総
理
大
臣
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
内
閣
総
理
大
臣
認
定
の
日

以
後
は
、
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
外
国
人
滞
在
施
設
経
営
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
そ
の
行
お
う
と
す
る
事
業
が
当
該
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
を
設

置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
特
定
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

特
定
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請

書
及
び
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
添
付
書
類
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
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二

そ
の
行
お
う
と
す
る
事
業
の
内
容

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

３

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
認
定
の
申
請
に
係
る
事
業
が
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、

特
定
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

４

特
定
認
定
（
次
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
認
定
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
行
う
当
該
特
定
認
定
を
受
け
た
事
業
（
第
八
項
及
び
第
九
項
第
三
号
に
お
い
て

「
認
定
事
業
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
旅
館
業
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

５

認
定
事
業
者
は
、
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
変
更
が
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
軽
微
な
変
更
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６

第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
変
更
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

７

認
定
事
業
者
は
、
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
又
は
第
五
項
た
だ
し
書
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変

更
を
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
。

８

都
道
府
県
知
事
は
、
こ
の
条
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
認
定
事
業
者
に
対
し
、
認
定
事
業
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

９

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
特
定
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
区
域
計
画
の
変
更
（
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
国
家

戦
略
特
別
区
域
外
国
人
滞
在
施
設
経
営
事
業
を
定
め
な
い
こ
と
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
認
定
が
あ
っ
た
と
き
。

二

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
区
域
計
画
（
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
国
家
戦
略

特
別
区
域
外
国
人
滞
在
施
設
経
営
事
業
を
定
め
た
も
の
に
限
る
。
）
の
内
閣
総
理
大
臣
認
定
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
。

三

認
定
事
業
者
が
行
う
認
定
事
業
が
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
。

四

認
定
事
業
者
が
不
正
の
手
段
に
よ
り
特
定
認
定
を
受
け
た
と
き
。

五

認
定
事
業
者
が
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

六

認
定
事
業
者
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

（
医
療
法
の
特
例
）
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第
十
四
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
高

度
医
療
提
供
事
業
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
、
世
界
最
高
水
準
の
高
度
の
医
療
で
あ
っ
て
、
国
内
に
お
い
て
そ
の
普

及
が
十
分
で
な
い
も
の
を
提
供
す
る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
二
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
た
区
域

計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
都
道
府
県

は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
四
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
の
同
条
第
一

項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
が
公
示
さ
れ
た
後
に
、
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
高
度
医
療
提
供
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
当
該

区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
者
か
ら
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
高
度
医
療
提
供
事
業
に
係
る
必
要
な
病
床
を
含
む
病
院
の
開
設

の
許
可
の
申
請
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
申
請
に
係
る
当
該
医
療
計
画
に
お
い
て

定
め
ら
れ
た
同
条
第
二
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
に
次
項
の
病
床
数
を
加
え
て
得
た
数
を
、
当
該
基
準
病
床
数

と
み
な
し
て
、
当
該
申
請
に
対
す
る
許
可
に
係
る
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
区
域
計
画
に
は
、
第
八
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
高
度
医
療
提
供
事
業
に

係
る
必
要
な
病
床
の
病
床
数
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
建
築
基
準
法
の
特
例
）
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第
十
五
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
国
家
戦
略
建
築
物
整
備

事
業
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
で
同
法
第
四
十
八

条
第
一
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
の
特
別
用
途
地
区

（
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
八
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
特
別
用
途
地
区
を
い
う
。
次
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
内
に
お
い
て
、
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
を
図
る
た
め
に
必
要
な

建
築
物
の
整
備
を
促
進
す
る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
三
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
た
区
域
計
画
に

つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
に
お
い
て
、
当
該
国
家
戦
略

建
築
物
整
備
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
建
築
基
準
法
第
四
十
九
条

第
二
項
の
承
認
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２

前
項
の
区
域
計
画
に
は
、
第
八
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
、
国
家
戦
略
建
築
物
整
備
事
業
に
係
る
特
別
用

途
地
区
に
つ
い
て
建
築
基
準
法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
で
定
め
よ
う
と
す
る
同
法
第
四
十
八
条
第
一
項

か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
制
限
の
緩
和
の
内
容
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
国
家
戦
略
住
宅
整
備
事
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業
（
建
築
基
準
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
に
お
い
て

産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
を
図
る
た
め
に
必
要
な
住
宅
の
整
備
を
促
進
す
る
事

業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
四
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認

定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
建

築
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
部
を
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
も
の

に
あ
っ
て
は
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
次
項
第
二
号
の
数
値
を
、
そ
の
一
部
を
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
も
の
に
あ
っ
て

は
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
同
項
第
三
号
の
算
出
方
法
に
よ
り
算
出
し
た
数
値
を
同
法
第
五
十
二
条
第
一
項
第
二
号
又

は
第
三
号
に
定
め
る
数
値
と
み
な
し
て
、
同
項
及
び
同
条
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
当
該

建
築
物
が
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
算
定
に
当
た
り
そ
の
床
面
積
が
当
該
建
築
物
の
延
べ
面
積
に

算
入
さ
れ
な
い
部
分
を
有
す
る
と
き
は
、
当
該
部
分
の
床
面
積
を
含
む
当
該
建
築
物
の
容
積
率
（
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に

対
す
る
割
合
を
い
う
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
次
項
第
二
号
の
数
値
以

下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
次
項
第
一
号
の
区
域
内
に
あ
る
こ
と
。
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二

そ
の
敷
地
内
に
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
次
項
第
四
号
の
要
件
に
該
当
す
る
空
地
を
有
し
、
か
つ
、
そ
の
敷
地
面

積
が
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
同
項
第
五
号
の
規
模
以
上
で
あ
る
こ
と
。

２

前
項
の
区
域
計
画
に
は
、
第
八
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
、
国
家
戦
略
住
宅
整
備
事
業
に
係
る
次
に
掲
げ

る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

国
家
戦
略
住
宅
整
備
事
業
を
実
施
す
る
区
域

二

そ
の
全
部
を
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度
の
数
値

三

そ
の
一
部
を
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度
の
数
値
の
算
出
方
法

四

建
築
物
の
敷
地
内
に
設
け
ら
れ
る
空
地
の
要
件

五

建
築
物
の
敷
地
面
積
の
規
模

３

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
交
通
上
、
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
い
よ
う
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
二
項
第
一
号
の
区
域
は
、
都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
種
住
居
地
域
、
第
二
種
住
居
地
域
、
準

住
居
地
域
、
近
隣
商
業
地
域
若
し
く
は
準
工
業
地
域
（
同
項
第
二
号
の
四
に
掲
げ
る
高
層
住
居
誘
導
地
区
を
除
く
。
）
内
又

は
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
商
業
地
域
内
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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５

第
二
項
第
三
号
の
算
出
方
法
は
、
当
該
建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度
の
数
値
が
同
項
第
二
号
の
数
値
未
満
で
あ
っ
て
当

該
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
そ
の
延
べ
面
積
に
対
す
る
割
合
に
応
じ
た
も
の
と
な
る
よ
う

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
に
国
家
戦
略
住
宅
整
備
事
業
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当

該
国
家
戦
略
住
宅
整
備
事
業
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
区
域
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
第
二
項
第
一
号
の
区
域
を
管

轄
す
る
都
道
府
県
の
都
道
府
県
都
市
計
画
審
議
会
（
当
該
区
域
が
市
町
村
都
市
計
画
審
議
会
が
置
か
れ
て
い
る
市
町
村
（
建

築
基
準
法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
い
た
市
町
村
に
限
る
。
）
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
市
町
村
都
市
計
画
審
議
会
）
に
付
議
し
、
そ
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
道
路
法
の
特
例
）

第
十
七
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
国
家
戦
略
道
路
占
用
事

業
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
に
お
い
て
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は

第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
、
工
作
物
又
は
物
件
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
施
設
等
」
と
い
う
。

）
の
う
ち
、
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
に
寄
与
し
、
道
路
（
同
法
に
よ
る
道
路
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を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
も
の
と
し
て
政
令

で
定
め
る
も
の
の
設
置
（
道
路
交
通
環
境
の
維
持
及
び
向
上
を
図
る
た
め
の
清
掃
そ
の
他
の
措
置
で
あ
っ
て
当
該
施
設
等
の

設
置
に
伴
い
必
要
と
な
る
も
の
が
併
せ
て
講
じ
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三

項
の
許
可
に
係
る
も
の
を
促
進
す
る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
五
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
た
区
域

計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
当
該
区
域

計
画
に
定
め
ら
れ
た
次
項
の
区
域
に
係
る
道
路
管
理
者
（
同
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
を
い
う
。
）
は

、
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
国
家
戦
略
道
路
占
用
事
業
に
係
る
施
設
等
の
た
め
の
道
路
の
占

用
（
同
法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
道
路
の
占
用
を
い
い
、
同
法
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
を

除
く
。
）
で
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
許
可

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

道
路
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

そ
の
他
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。
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２

前
項
の
区
域
計
画
に
は
、
第
八
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
、
国
家
戦
略
道
路
占
用
事
業
に
係
る
施
設
等
の

種
類
ご
と
に
当
該
施
設
等
を
設
け
る
道
路
の
区
域
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
に
国
家
戦
略
道
路
占
用
事
業
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当

該
区
域
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
前
項
の
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
許
可
に
係
る
道
路
法
第
三
十
二
条
第
二
項
及
び
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
三

十
二
条
第
二
項
中
「
申
請
書
を
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
書
に
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）

第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
記
載
し
た
書
面
を
添
付
し
て
、
」
と
、
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
中
「
円
滑
な
交
通

を
確
保
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
円
滑
な
交
通
を
確
保
し
、
又
は
道
路
交
通
環
境
の
維
持
及
び
向
上
を
図
る
」
と
す
る
。

（
農
地
法
等
の
特
例
）

第
十
八
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
農
業
法
人
経
営
多
角
化

等
促
進
事
業
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
農
業
を
行
う
法
人
が
、
そ
の
農
業
経
営
の
多
角
化
及
び
高
度
化
を
図
る
こ
と

を
促
進
す
る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
六
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
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総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
次

項
の
区
域
内
に
あ
る
農
地
等
（
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
農
地
又
は

採
草
放
牧
地
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
管
轄
す
る
農
業
委
員
会
（
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律

第
八
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
農
業
委
員
会
を
置
か
な
い
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
市

町
村
長
）
は
、
農
業
生
産
法
人
（
農
地
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
農
業
生
産
法
人
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
以
外
の
法
人
で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
し
て
い
る
も
の
（
第
三
項
に
お
い
て
「
特
例
農
業
法
人
」
と
い
う
。

）
が
当
該
区
域
内
に
あ
る
農
地
等
に
つ
い
て
同
法
第
三
条
第
一
項
本
文
に
掲
げ
る
権
利
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

同
条
第
二
項
（
第
二
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
の
許
可
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

一

そ
の
法
人
が
、
農
地
法
第
二
条
第
三
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二

そ
の
法
人
の
常
時
従
事
者
（
農
地
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
ニ
に
規
定
す
る
常
時
従
事
者
を
い
う
。
）
た
る
構
成
員
が

理
事
等
（
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
理
事
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数
の
過
半
を
占
め
、
か
つ
、

当
該
過
半
を
占
め
る
理
事
等
の
う
ち
一
人
以
上
の
者
が
、
そ
の
法
人
の
行
う
農
業
（
同
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
農
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業
を
い
う
。
）
に
必
要
な
農
作
業
に
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
日
数
以
上
従
事
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

そ
の
法
人
が
そ
の
生
産
し
た
農
畜
産
物
を
原
料
又
は
材
料
と
し
て
使
用
す
る
製
造
又
は
加
工
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で

定
め
る
事
業
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
法
人
の
前
号
の
過
半
を
占
め
る
理
事
等
の
う
ち
一
人
以

上
の
者
が
当
該
事
業
に
従
事
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

前
項
の
区
域
計
画
に
は
、
第
八
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
、
農
業
法
人
経
営
多
角
化
等
促
進
事
業
を
実
施

す
る
区
域
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
区
域
に
お
い
て
は
、
特
例
農
業
法
人
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
農
地
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た

も
の
並
び
に
農
業
生
産
法
人
が
農
業
生
産
法
人
で
な
く
な
っ
た
場
合
（
農
業
生
産
法
人
が
合
併
に
よ
っ
て
解
散
し
、
又
は
分

割
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
合
併
に
よ
っ
て
設
立
し
、
若
し
く
は
当
該
合
併
後
存
続
す
る
法
人
又
は
当
該
分
割
に
よ
っ

て
農
地
等
に
つ
い
て
同
項
本
文
に
掲
げ
る
権
利
を
承
継
し
た
法
人
が
農
業
生
産
法
人
で
な
い
場
合
を
含
む
。
）
に
お
け
る
そ

の
法
人
及
び
そ
の
一
般
承
継
人
で
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
同
法
（

第
二
条
第
三
項
及
び
第
三
条
第
二
項
（
第
二
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
農
業
生
産
法
人
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
六
条
第
一
項
中
「
農
業
生
産
法
人
で
な
く
な
つ
た
」
と
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あ
る
の
は
「
農
業
生
産
法
人
要
件
（
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
要
件
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
特
例
農
業
法
人
要
件

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

）
の
い
ず
れ
を
も
満
た
さ
な
く
な
つ
た
」
と
、
「
農
業
生
産
法
人
で
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
農
業
生
産
法
人
要
件
又
は
特
例

農
業
法
人
要
件
の
い
ず
れ
を
も
満
た
さ
な
い
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
」
と
あ
る
の
は

「
特
例
農
業
法
人
要
件
」
と
、
「
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
と
き
（
農
業
生
産
法
人
要
件
を
満
た
す
見
込
み
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
を
除
く
。
）
」
と
、
同
法
第
七
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
農
業
生
産
法
人
で
な
く
な
つ
た
」
と
あ
る
の
は
「

農
業
生
産
法
人
要
件
又
は
特
例
農
業
法
人
要
件
の
い
ず
れ
を
も
満
た
さ
な
く
な
つ
た
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
条
第
三

項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
」
と
あ
る
の
は
「
農
業
生
産
法
人
要
件
又
は
特
例
農
業
法
人
要
件
の
い
ず
れ
か
」
と
、
同

法
第
十
八
条
第
二
項
第
四
号
中
「
農
業
生
産
法
人
で
な
く
な
つ
た
」
と
あ
る
の
は
「
農
業
生
産
法
人
要
件
又
は
特
例
農
業
法

人
要
件
の
い
ず
れ
を
も
満
た
さ
な
く
な
つ
た
」
と
す
る
。

４

次
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
、
当
該
事
由
の
発
生
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範

囲
内
に
お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
区
域
計
画
の
変
更
（
第
二
項
の
区
域
を
変
更
す
る
も
の
又
は
第
八
条
第
二
項
第
二
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号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
農
業
法
人
経
営
多
角
化
等
促
進
事
業
を
定
め
な
い
こ
と
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
認

定
二

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
区
域
計
画
（
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
農
業
法
人

経
営
多
角
化
等
促
進
事
業
を
定
め
た
も
の
に
限
る
。
）
の
認
定
の
取
消
し

５

第
一
項
中
市
町
村
又
は
市
町
村
長
に
関
す
る
部
分
の
規
定
は
、
特
別
区
の
あ
る
地
に
あ
っ
て
は
特
別
区
又
は
特
別
区
の
区

長
に
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
三
十
五
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
区
ご
と
に
農
業
委
員
会
を
置
か
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
次
条
第
六
項
に
お
い
て
単
に
「
指
定
都

市
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
区
又
は
区
長
に
適
用
す
る
。

第
十
九
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
農
地
等
効
率
的
利
用
促

進
事
業
（
農
地
等
の
権
利
移
動
の
許
可
に
係
る
市
町
村
の
権
限
に
つ
い
て
、
市
町
村
長
及
び
当
該
市
町
村
の
農
業
委
員
会
が

こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
合
意
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
、
農
地
等
を
効
率
的
に
利
用
す
る
者
に

よ
る
地
域
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
農
地
等
に
つ
い
て
の
権
利
の
取
得
の
促
進
を
図
る
事
業
を
い
う
。
次
項
及
び
別
表
の
七
の

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
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、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
市
町
村
長
と
当
該
市
町
村
の
農
業
委
員
会
と
の
間
で
、
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
次
項
の

区
域
内
に
あ
る
農
地
等
で
あ
っ
て
当
該
農
業
委
員
会
が
管
轄
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
農
地
法
第
三
条
第
一
項
本
文
に
掲
げ
る

権
利
の
設
定
又
は
移
転
に
係
る
当
該
農
業
委
員
会
の
事
務
（
同
条
又
は
同
法
第
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
農
業
委
員
会
が
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
に
限
り
、
こ
れ
ら
の
事
務
に
密
接
な
関
連
の
あ
る
事
務
で
あ
っ
て
、
同
法
そ
の
他
の
法
令
の
規

定
に
よ
り
農
業
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
の
全
部
又
は
一
部
（

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例
分
担
事
務
」
と
い
う
。
）
を
当
該
市
町
村
長
が
行
う
こ
と
に
つ
き
、
そ
の
適
正
な
実
施
に
支

障
が
な
く
、
か
つ
、
農
地
等
を
効
率
的
に
利
用
す
る
者
に
よ
る
地
域
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
農
地
等
に
つ
い
て
の
権
利
の
取

得
の
促
進
に
資
す
る
と
認
め
て
、
合
意
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
市
町
村
長
は
、
農
地
法
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
当
該
区
域
に
お
い
て
特
例
分
担
事
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
区
域
計
画
に
は
、
第
八
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
、
農
地
等
効
率
的
利
用
促
進
事
業
を
実
施
す
る

区
域
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３

市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
合
意
を
し
た
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、

そ
の
旨
を
公
告
す
る
も
の
と
す
る
。
当
該
合
意
の
内
容
を
変
更
し
、
又
は
解
除
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。
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４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
例
分
担
事
務
を
行
う
市
町
村
長
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定

に
よ
る
合
意
の
当
事
者
で
あ
る
農
業
委
員
会
に
対
し
、
特
例
分
担
事
務
の
処
理
状
況
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
長
が
特
例
分
担
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
農
地
法
第
五
十
条
及
び
第
五
十
八
条
第
一
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
五
十
条
中
「
農
業
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五

年
法
律
第
百
七
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
例
分
担
事
務
を
行
う
市
町
村
長
」
と
、
同
項
中

「
処
理
に
関
し
、
農
業
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
う
ち
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
長

が
行
う
も
の
の
処
理
に
関
し
、
市
町
村
長
」
と
す
る
。

６

第
一
項
及
び
前
三
項
中
市
町
村
又
は
市
町
村
長
に
関
す
る
部
分
の
規
定
は
、
特
別
区
の
あ
る
地
に
あ
っ
て
は
特
別
区
又
は

特
別
区
の
区
長
に
、
指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
区
又
は
区
長
に
適
用
す
る
。

（
土
地
区
画
整
理
法
の
特
例
）

第
二
十
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
国
家
戦
略
土
地
区
画
整

理
事
業
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
に
お
い
て
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
を
図
る

た
め
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
を
実
施
主
体
と
し
て
行
わ
れ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
（
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
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九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
八
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣

総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
実
施
主
体
に
対

す
る
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
認
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

土
地
区
画
整
理
法
第
九
条
第
五

土
地
区
画
整
理
法
第
四
条
第
一
項
の
規
準
又
は
規
約
及
び
事
業

土
地
区
画
整
理
法
第

項
に
規
定
す
る
個
人
施
行
者
（

計
画
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
同
法
第
七
条
の
承
認
又
は

四
条
第
一
項
の
認
可

第
三
項
に
お
い
て
単
に
「
個
人

同
法
第
八
条
第
一
項
の
同
意
を
要
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

施
行
者
」
と
い
う
。
）

該
承
認
又
は
当
該
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
土
地
区
画
整
理
事
業

土
地
区
画
整
理
法
第
十
四
条
第

土
地
区
画
整
理
法
第
十
四
条
第
一
項
の
定
款
及
び
事
業
計
画
が

土
地
区
画
整
理
法
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ

定
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
同
法
第
十
八
条
の
同
意
が
得
ら

十
四
条
第
一
項
の
認

た
土
地
区
画
整
理
組
合
（
以
下

れ
て
お
り
、
か
つ
、
同
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

可

こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
土
地

第
七
条
の
承
認
を
要
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
承
認
が
得

区
画
整
理
組
合
」
と
い
う
。
）

ら
れ
て
い
る
土
地
区
画
整
理
事
業
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土
地
区
画
整
理
法
第
五
十
一
条

土
地
区
画
整
理
法
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
準
及
び
事
業

土
地
区
画
整
理
法
第

の
九
第
五
項
に
規
定
す
る
区
画

計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
同
法
第
五
十
一
条
の
六

五
十
一
条
の
二
第
一

整
理
会
社
（
第
三
項
第
二
号
に

の
同
意
が
得
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
同
法
第
五
十
一
条
の
五
に

項
の
認
可

お
い
て
単
に
「
区
画
整
理
会
社

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
の
承
認
を
要
す
る
場
合
に
あ
っ

」
と
い
う
。
）

て
は
、
当
該
承
認
が
得
ら
れ
て
い
る
土
地
区
画
整
理
事
業

都
道
府
県
又
は
市
町
村
（
土
地

土
地
区
画
整
理
法
第
五
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
規

土
地
区
画
整
理
法
第

区
画
整
理
法
第
三
条
第
四
項
の

定
す
る
手
続
が
行
わ
れ
て
い
る
土
地
区
画
整
理
事
業

五
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
土
地
区
画
整
理
事

認
可

業
を
施
行
す
る
場
合
に
限
る
。

第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

土
地
区
画
整
理
法
第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
の
施
行
規
程
及
び

土
地
区
画
整
理
法
第

又
は
地
方
住
宅
供
給
公
社
（
土

事
業
計
画
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
同
法
第
七
十
一
条
の

七
十
一
条
の
二
第
一

地
区
画
整
理
法
第
三
条
の
二
又

三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
が
行
わ
れ
て
い
る
土
地

項
の
認
可
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は
第
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
り

区
画
整
理
事
業

土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す

る
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
機
構
等
」
と
い
う

。
）

２

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
に
国
家
戦
略
土
地
区
画
整
理
事
業
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

、
当
該
国
家
戦
略
土
地
区
画
整
理
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
当
該
国
家
戦
略
土
地
区
画
整
理
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
当
該

区
域
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
者
（
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
を
組
織
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
担
当
大
臣
等
で
あ
る

も
の
を
除
き
、
当
該
実
施
主
体
と
し
て
土
地
区
画
整
理
組
合
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
土
地
区
画
整
理
法
第

十
四
条
第
一
項
の
定
款
及
び
事
業
計
画
を
定
め
た
者
と
す
る
。
）
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
に
国
家
戦
略
土
地
区
画
整
理
事
業
（
個
人
施
行
者
又
は
都
道
府
県
若
し
く
は
市

町
村
を
実
施
主
体
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
国
家
戦
略
土
地
区
画
整
理
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
区
域
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
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当
該
各
号
に
定
め
る
事
業
計
画
、
規
準
又
は
施
行
規
程
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
事
業
計
画
等
」
と
い
う
。
）
を
二
週
間

公
衆
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

土
地
区
画
整
理
組
合

土
地
区
画
整
理
法
第
十
四
条
第
一
項
の
事
業
計
画

二

区
画
整
理
会
社

土
地
区
画
整
理
法
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
準
及
び
事
業
計
画

三

機
構
等

土
地
区
画
整
理
法
第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
の
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
さ
れ
た
事
業
計
画
等
に
係
る
国
家
戦
略
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
係
の
あ
る
土
地
若
し
く

は
そ
の
土
地
に
定
着
す
る
物
件
又
は
当
該
国
家
戦
略
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
係
の
あ
る
水
面
に
つ
い
て
権
利
を
有
す
る
者

は
、
当
該
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
週
間
を

経
過
す
る
日
ま
で
に
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
都
市
計
画
（
都
市
計

画
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

５

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
意
見
書
に
係
る
国

家
戦
略
土
地
区
画
整
理
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
区
域
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
者
が
機
構
等
で
あ
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
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、
当
該
意
見
書
に
つ
い
て
、
当
該
国
家
戦
略
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
地
区
（
土
地
区
画
整
理
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定

す
る
施
行
地
区
を
い
う
。
）
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
の
都
道
府
県
都
市
計
画
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
審
査

し
、
そ
の
意
見
書
に
係
る
意
見
を
採
択
す
べ
き
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
意
見
書
に
係
る
国
家
戦
略
土
地
区
画
整
理

事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
区
域
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
者
（
当
該
者
が
土
地
区
画
整
理
組
合
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

土
地
区
画
整
理
法
第
十
四
条
第
一
項
の
定
款
及
び
事
業
計
画
を
定
め
た
者
。
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
事
業
計
画

等
に
必
要
な
修
正
を
加
え
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
そ
の
意
見
書
に
係
る
意
見
を
採
択
す
べ
き
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

の
旨
を
意
見
書
を
提
出
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
中

処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
の
審
理
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

８

国
家
戦
略
土
地
区
画
整
理
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
区
域
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
者
が
、
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
事
業

計
画
等
に
修
正
（
当
該
者
が
機
構
等
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
土
地
区
画
整
理
法
第
七
十
一
条
の
三
第
十
項
の
政
令
で
定

め
る
軽
微
な
修
正
を
除
く
。
）
を
加
え
、
そ
の
旨
を
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
申
告
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
修
正

- 46 -



に
係
る
部
分
に
つ
い
て
、
更
に
第
三
項
か
ら
こ
の
項
ま
で
に
規
定
す
る
手
続
を
行
う
べ
き
も
の
と
す
る
。

（
都
市
計
画
法
の
特
例
）

第
二
十
一
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
国
家
戦
略
都
市
計
画

建
築
物
等
整
備
事
業
（
都
市
計
画
の
決
定
又
は
変
更
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
に
お
い
て
産
業
の
国
際

競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
を
図
る
た
め
に
必
要
な
建
築
物
そ
の
他
の
施
設
の
整
備
を
促
進
す

る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
九
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣

の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
に
お
い
て
、
当
該
国
家
戦
略
都
市
計
画
建
築
物
等
整
備

事
業
に
係
る
都
市
計
画
の
決
定
又
は
変
更
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

２

前
項
の
区
域
計
画
に
は
、
第
八
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
、
国
家
戦
略
都
市
計
画
建
築
物
等
整
備
事
業
に

係
る
都
市
計
画
に
定
め
る
べ
き
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
に
国
家
戦
略
都
市
計
画
建
築
物
等
整
備
事
業
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
告
し
、
当
該
国
家
戦
略
都
市
計
画
建
築
物
等
整
備
事

業
に
関
す
る
事
項
の
案
を
、
当
該
区
域
計
画
に
当
該
国
家
戦
略
都
市
計
画
建
築
物
等
整
備
事
業
を
定
め
よ
う
と
す
る
理
由
を
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記
載
し
た
書
面
を
添
え
て
、
当
該
公
告
の
日
か
ら
二
週
間
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
と
き
は
、
関
係
市
町
村
の
住
民
及
び
利
害
関
係
人
は
、
同
項
の
縦
覧
期
間
満
了
の
日

ま
で
に
、
縦
覧
に
供
さ
れ
た
事
項
の
案
に
つ
い
て
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
に
国
家
戦
略
都
市
計
画
建
築
物
等
整
備
事
業
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
国
家
戦
略
都
市
計
画
建
築
物
等
整
備
事
業
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
者
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
要
旨
を
提
出
し
、
当
該
国
家
戦
略
都
市
計
画
建
築
物
等
整
備
事
業
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
付
議
し
、
そ
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

国
家
戦
略
都
市
計
画
建
築
物
等
整
備
事
業
（
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
が
定
め
る
都
市
計
画
の
決
定
又
は
変
更
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）

当
該
国
家
戦
略
都
市
計
画
建
築
物
等
整
備
事
業
を
実
施
す
る
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
の
都

道
府
県
都
市
計
画
審
議
会

二

国
家
戦
略
都
市
計
画
建
築
物
等
整
備
事
業
（
市
町
村
が
定
め
る
都
市
計
画
の
決
定
又
は
変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

当
該
国
家
戦
略
都
市
計
画
建
築
物
等
整
備
事
業
を
実
施
す
る
区
域
を
管
轄
す
る
市
町
村
の
市
町
村
都
市
計
画
審
議
会
（

当
該
市
町
村
に
市
町
村
都
市
計
画
審
議
会
が
置
か
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
都
道
府
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県
都
市
計
画
審
議
会
）

６

区
域
計
画
に
国
家
戦
略
都
市
計
画
建
築
物
等
整
備
事
業
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、
都
市
計
画
法
（
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
十
九

条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
除
く

。
）
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
の
決
定
又
は
変
更
に
係
る
手
続
の
例
に
よ
る
。

第
二
十
二
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
国
家
戦
略
開
発
事
業

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
に
お
い
て
、
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
を
図
る
た
め

に
行
わ
れ
る
都
市
計
画
法
第
四
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
開
発
行
為
（
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
）
に
関
す
る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
十
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、

内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
に
お
い
て
、
当
該
国
家
戦
略
開
発
事
業

の
実
施
主
体
に
対
す
る
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
に
国
家
戦
略
開
発
事
業
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
国

家
戦
略
開
発
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
当
該
国
家
戦
略
開
発
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
当
該
区
域
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
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者
（
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
を
組
織
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
担
当
大
臣
等
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
同
意
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
に
国
家
戦
略
開
発
事
業
（
都
市
計
画
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
同
意
を
要
す
る

も
の
に
限
る
。
）
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
同
項
に
規
定
す
る
公
共
施
設
の
管
理
者
（
当
該
国
家
戦
略

特
別
区
域
会
議
を
組
織
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
担
当
大
臣
等
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
に
国
家
戦
略
開
発
事
業
（
都
市
計
画
法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協

議
を
要
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
同
項
に
規
定
す
る
公
共
施
設
を
管
理
す
る
こ

と
と
な
る
者
そ
の
他
同
項
の
政
令
で
定
め
る
者
（
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
の
構
成
員
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
協

議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
三
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
国
家
戦
略
都
市
計
画

施
設
整
備
事
業
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
に
お
い
て
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成

を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
都
市
計
画
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
同
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法
第
六
十
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
十
一
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、

当
該
認
定
の
日
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
国
家
戦
略
都
市
計
画
施
設
整
備
事
業
の
実
施
主
体
に
対

す
る
同
法
第
五
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
認
可
又
は
承
認
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
に
国
家
戦
略
都
市
計
画
施
設
整
備
事
業
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
当
該
国
家
戦
略
都
市
計
画
施
設
整
備
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
当
該
国
家
戦
略
都
市
計
画
施
設
整
備
事
業
の
実
施
主

体
と
し
て
当
該
区
域
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
者
（
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
を
組
織
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
担
当

大
臣
等
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
に
国
家
戦
略
都
市
計
画
施
設
整
備
事
業
（
都
市
計
画
法
第
五
十
九
条
第
六
項
の

規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
要
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
同
項
に
規
定
す
る
公

共
の
用
に
供
す
る
施
設
を
管
理
す
る
者
又
は
同
項
に
規
定
す
る
土
地
改
良
事
業
計
画
に
よ
る
事
業
を
行
う
者
（
当
該
国
家
戦

略
特
別
区
域
会
議
の
構
成
員
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
都
市
再
開
発
法
の
特
例
）
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第
二
十
四
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
国
家
戦
略
市
街
地
再

開
発
事
業
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
に
お
い
て
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
を
図

る
た
め
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
を
実
施
主
体
と
し
て
行
わ
れ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
（
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十

四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
に
よ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
十
二
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内

閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
実
施
主
体
に

対
す
る
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
認
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
十
五

都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
九
第
一
項
の
規
準
又
は
規
約
及
び
事

都
市
再
開
発
法
第
七

第
二
項
に
規
定
す
る
個
人
施
行

業
計
画
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
同
法
第
七
条
の
十
二
又

条
の
九
第
一
項
の
認

者
（
第
三
項
に
お
い
て
単
に
「

は
第
七
条
の
十
三
第
一
項
の
同
意
を
要
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

可

個
人
施
行
者
」
と
い
う
。
）

、
当
該
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
市
街
地
再
開
発
事
業

都
市
再
開
発
法
第
十
一
条
第
一

都
市
再
開
発
法
第
十
一
条
第
一
項
の
定
款
及
び
事
業
計
画
が
定

都
市
再
開
発
法
第
十

項
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
同
意
が

一
条
第
一
項
の
認
可
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市
街
地
再
開
発
組
合
（
以
下
こ

得
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
同
法
第
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準

の
条
に
お
い
て
単
に
「
市
街
地

用
す
る
同
法
第
七
条
の
十
二
の
同
意
又
は
同
法
第
十
三
条
の
規

再
開
発
組
合
」
と
い
う
。
）

定
に
よ
る
参
加
の
機
会
の
付
与
を
要
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
同
意
が
得
ら
れ
て
お
り
、
又
は
当
該
参
加
の
機
会
が
与
え

ら
れ
て
い
る
市
街
地
再
開
発
事
業

都
市
再
開
発
法
第
五
十
条
の
二

都
市
再
開
発
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
規
準
及
び
事
業
計
画

都
市
再
開
発
法
第
五

第
三
項
に
規
定
す
る
再
開
発
会

が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
同
法
第
五
十
条
の
四
第
一
項

十
条
の
二
第
一
項
の

社
（
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て

の
同
意
が
得
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
同
法
第
五
十
条
の
六
に
お

認
可

単
に
「
再
開
発
会
社
」
と
い
う

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
の
十
二
の
同
意
を
要

。
）

す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
市
街
地

再
開
発
事
業

地
方
公
共
団
体
（
都
市
再
開
発

都
市
再
開
発
法
第
五
十
三
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い

都
市
再
開
発
法
第
五

法
第
二
条
の
二
第
四
項
の
規
定

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
十
六
条
第
二
項
か
ら
第
五
項

十
一
条
第
一
項
の
認
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に
よ
り
市
街
地
再
開
発
事
業
を

ま
で
に
規
定
す
る
手
続
が
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
同
法
第
五

可

施
行
す
る
場
合
に
限
る
。
第
三

十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条

項
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
十
二
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
要
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
市
街
地
再
開
発
事
業

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

都
市
再
開
発
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
施
行
規
程
及
び
事
業
計

都
市
再
開
発
法
第
五

又
は
地
方
住
宅
供
給
公
社
（
都

画
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み

十
八
条
第
一
項
の
認

市
再
開
発
法
第
二
条
の
二
第
五

替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
る
協
議
を

可

項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り

要
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
市
街

市
街
地
再
開
発
事
業
を
施
行
す

地
再
開
発
事
業

る
場
合
に
限
る
。
第
三
項
第
三

号
に
お
い
て
「
機
構
等
」
と
い

う
。
）

２

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
に
国
家
戦
略
市
街
地
再
開
発
事
業
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
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、
当
該
国
家
戦
略
市
街
地
再
開
発
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
当
該
国
家
戦
略
市
街
地
再
開
発
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
当
該

区
域
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
者
（
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
を
組
織
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
担
当
大
臣
等
で
あ
る

も
の
を
除
き
、
当
該
実
施
主
体
と
し
て
市
街
地
再
開
発
組
合
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
都
市
再
開
発
法
第
十

一
条
第
一
項
の
定
款
及
び
事
業
計
画
を
定
め
た
者
と
す
る
。
）
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
に
国
家
戦
略
市
街
地
再
開
発
事
業
（
個
人
施
行
者
又
は
地
方
公
共
団
体
を
実
施

主
体
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
国
家

戦
略
市
街
地
再
開
発
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
区
域
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
事
業
計
画
、
規
準
又
は
施
行
規
程
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
事
業
計
画
等
」
と
い
う
。
）
を
二
週
間
公
衆
の
縦
覧

に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

市
街
地
再
開
発
組
合

都
市
再
開
発
法
第
十
一
条
第
一
項
の
事
業
計
画

二

再
開
発
会
社

都
市
再
開
発
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
規
準
及
び
事
業
計
画

三

機
構
等

都
市
再
開
発
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
さ
れ
た
事
業
計
画
等
に
係
る
国
家
戦
略
市
街
地
再
開
発
事
業
に
関
係
の
あ
る
土
地
若
し
く
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は
そ
の
土
地
に
定
着
す
る
物
件
に
つ
い
て
権
利
を
有
す
る
者
、
都
市
再
開
発
法
第
九
条
第
五
号
の
参
加
組
合
員
、
同
法
第
五

十
条
の
三
第
一
項
第
五
号
の
特
定
事
業
参
加
者
又
は
同
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
五

十
二
条
第
二
項
第
五
号
の
特
定
事
業
参
加
者
は
、
当
該
事
業
計
画
等
（
同
法
第
九
条
第
五
号
の
参
加
組
合
員
に
あ
っ
て
は
前

項
第
一
号
の
事
業
計
画
に
限
り
、
同
法
第
五
十
条
の
三
第
一
項
第
五
号
の
特
定
事
業
参
加
者
に
あ
っ
て
は
前
項
第
二
号
の
規

準
又
は
事
業
計
画
に
限
り
、
同
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
二
条
第
二
項
第
五
号

の
特
定
事
業
参
加
者
に
あ
っ
て
は
前
項
第
三
号
の
施
行
規
程
又
は
事
業
計
画
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
と
き
は
、

縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
審
査
し

、
そ
の
意
見
書
に
係
る
意
見
を
採
択
す
べ
き
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
意
見
書
に
係
る
国
家
戦
略
市
街
地
再
開
発
事

業
の
実
施
主
体
と
し
て
区
域
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
者
（
当
該
者
が
市
街
地
再
開
発
組
合
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
都

市
再
開
発
法
第
十
一
条
第
一
項
の
定
款
及
び
事
業
計
画
を
定
め
た
者
。
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
事
業
計
画
等
に

必
要
な
修
正
を
加
え
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
そ
の
意
見
書
に
係
る
意
見
を
採
択
す
べ
き
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
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を
意
見
書
を
提
出
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
中
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
の
審
理

に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

７

国
家
戦
略
市
街
地
再
開
発
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
区
域
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
者
が
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
事
業

計
画
等
に
修
正
を
加
え
、
そ
の
旨
を
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
申
告
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
修
正
に
係
る
部
分
に

つ
い
て
、
更
に
第
三
項
か
ら
こ
の
項
ま
で
に
規
定
す
る
手
続
を
行
う
べ
き
も
の
と
す
る
。

（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
特
例
）

第
二
十
五
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
国
家
戦
略
民
間
都
市

再
生
事
業
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
に
お
い
て
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
を
図

る
た
め
に
行
わ
れ
る
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
再
生

事
業
で
あ
っ
て
、
同
項
に
規
定
す
る
民
間
都
市
再
生
事
業
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表

の
十
三
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け

た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
に
お
い
て
、
当
該
国
家
戦
略
民
間
都
市
再
生
事
業
の
実
施
主
体
に
対
す
る
同
法
第
二
十
一
条
第
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一
項
の
計
画
の
認
定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
に
国
家
戦
略
民
間
都
市
再
生
事
業
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

、
当
該
国
家
戦
略
民
間
都
市
再
生
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
当
該
国
家
戦
略
民
間
都
市
再
生
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
当
該

区
域
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
者
（
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
を
組
織
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
担
当
大
臣
等
で
あ
る

も
の
を
除
く
。
）
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
区
域
計
画
に
国
家
戦
略
民
間
都
市
再
生
事
業
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
二
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
共
施
設
の
管
理
者
等
（
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
の
構

成
員
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
政
令
等
で
規
定
さ
れ
た
規
制
の
特
例
措
置
）

第
二
十
六
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
政
令
等
規
制
事
業
（

政
令
又
は
主
務
省
令
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
規
制
に
係
る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
十
四
の
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
政
令
等
規

制
事
業
に
つ
い
て
は
、
政
令
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
規
制
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
政
令
で
、
主
務
省
令
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
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規
制
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
内
閣
府
令
・
主
務
省
令
で
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
規
制
の
特
例
措
置
を
適
用

す
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て
の
条
例
に
よ
る
特
例
措
置
）

第
二
十
七
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
事
務

政
令
等
規
制
事
業
（
政
令
又
は
主
務
省
令
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
規
制
（
関
係
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
関
す
る
も
の
に
限
る

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
十
五
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定

め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
事
務

政
令
等
規
制
事
業
に
つ
い
て
は
、
政
令
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
規
制
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

条
例
で
、
主
務
省
令
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
規
制
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
内
閣
府
令
・
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

条
例
で
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
規
制
の
特
例
措
置
を
適
用
す
る
。

（
国
家
戦
略
特
区
支
援
利
子
補
給
金
の
支
給
）

第
二
十
八
条

政
府
は
、
認
定
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い
る
第
二
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
の
に
必
要
な

資
金
の
貸
付
け
を
行
う
銀
行
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
金
融
機
関
で
あ
っ
て
、
当
該
貸
付
け
の
適
正
な
実
施
の
確
保
を
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考
慮
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
指
定
金
融
機
関
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該
資
金
を
貸
し
付
け
る
と
き
は
、
当
該
貸
付
け
に
つ
い
て
利
子
補
給
金
（
以
下
こ

の
条
及
び
附
則
第
二
条
第
五
項
に
お
い
て
「
国
家
戦
略
特
区
支
援
利
子
補
給
金
」
と
い
う
。
）
を
支
給
す
る
旨
の
契
約
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
利
子
補
給
契
約
」
と
い
う
。
）
を
当
該
指
定
金
融
機
関
と
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

２

政
府
は
、
毎
年
度
、
利
子
補
給
契
約
を
結
ぶ
場
合
に
は
、
各
利
子
補
給
契
約
に
よ
り
当
該
年
度
に
お
い
て
支
給
す
る
こ
と

と
す
る
国
家
戦
略
特
区
支
援
利
子
補
給
金
の
額
の
合
計
額
が
、
当
該
年
度
の
予
算
で
定
め
る
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
ら
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

政
府
は
、
利
子
補
給
契
約
を
結
ぶ
場
合
に
は
、
当
該
利
子
補
給
契
約
に
よ
り
支
給
す
る
こ
と
と
す
る
国
家
戦
略
特
区
支
援

利
子
補
給
金
の
総
額
が
、
当
該
利
子
補
給
契
約
に
係
る
貸
付
け
が
最
初
に
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
間
に
つ
い
て
、

内
閣
府
令
で
定
め
る
償
還
方
法
に
よ
り
償
還
す
る
も
の
と
し
て
計
算
し
た
当
該
利
子
補
給
契
約
に
係
る
貸
付
け
の
貸
付
残
高

に
、
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
利
子
補
給
率
を
乗
じ
て
計
算
し
た
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４

政
府
は
、
利
子
補
給
契
約
を
結
ぶ
場
合
に
は
、
国
家
戦
略
特
区
支
援
利
子
補
給
金
を
支
給
す
べ
き
当
該
利
子
補
給
契
約
に

- 60 -



係
る
貸
付
け
の
貸
付
残
高
は
、
当
該
貸
付
け
が
最
初
に
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
間
に
お
け
る
当
該
貸
付
け
の
貸
付

残
高
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

政
府
は
、
利
子
補
給
契
約
に
よ
り
国
家
戦
略
特
区
支
援
利
子
補
給
金
を
支
給
す
る
場
合
に
は
、
当
該
利
子
補
給
契
約
に
お

い
て
定
め
ら
れ
た
国
家
戦
略
特
区
支
援
利
子
補
給
金
の
総
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
ご
と
に
、
当

該
期
間
に
お
け
る
当
該
利
子
補
給
契
約
に
係
る
貸
付
け
の
実
際
の
貸
付
残
高
（
当
該
貸
付
残
高
が
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
計

算
し
た
貸
付
残
高
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
計
算
し
た
貸
付
残
高
）
に
同
項
の
利
子
補
給
率
を
乗
じ
て
計
算
し
た
額
を
、
内

閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

６

利
子
補
給
契
約
に
よ
り
政
府
が
国
家
戦
略
特
区
支
援
利
子
補
給
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
年
限
は
、
当
該
利
子
補
給

契
約
を
し
た
会
計
年
度
以
降
七
年
度
以
内
と
す
る
。

７

内
閣
総
理
大
臣
は
、
指
定
金
融
機
関
が
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
の
要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
指

定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

８

指
定
金
融
機
関
の
指
定
及
び
そ
の
取
消
し
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

第
五
章

国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
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（
設
置
）

第
二
十
九
条

内
閣
府
に
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

（
所
掌
事
務
）

第
三
十
条

会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

国
家
戦
略
特
別
区
域
の
指
定
に
関
し
、
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

二

国
家
戦
略
特
別
区
域
基
本
方
針
に
関
し
、
第
五
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規

定
す
る
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

三

区
域
方
針
に
関
し
、
第
六
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理

す
る
こ
と
。

四

区
域
計
画
の
認
定
に
関
し
、
第
八
条
第
八
項
（
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
事

項
を
処
理
す
る
こ
と
。

五

第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
雇
用
指
針
に
関
し
、
同
項
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣
又
は
関
係
各
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
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産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議

す
る
こ
と
。

七

第
一
号
か
ら
前
号
ま
で
に
規
定
す
る
事
項
に
関
し
、
調
査
審
議
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣

及
び
関
係
各
大
臣
に
対
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

（
組
織
）

第
三
十
一
条

会
議
は
、
議
長
及
び
議
員
十
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

（
議
長
）

第
三
十
二
条

議
長
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
も
っ
て
充
て
る
。

２

議
長
は
、
会
務
を
総
理
す
る
。

３

議
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
議
員
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

（
議
員
）

第
三
十
三
条

議
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

一

内
閣
官
房
長
官
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二

国
家
戦
略
特
別
区
域
担
当
大
臣

三

前
二
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
国
務
大
臣
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
者

四

経
済
社
会
の
構
造
改
革
の
推
進
に
よ
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
又
は
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
に
関
し

優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
者

２

議
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
三
十
一
条
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
に
掲
げ
る
議
員
で
あ
る
国
務
大
臣
以
外
の
国
務
大
臣
を
、
議
案
を
限
っ
て
、
議
員
と
し
て
、
臨
時
に
会
議
に
参
加
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
議
員
の
数
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
議
員
の
総
数
の
十
分
の
五
未
満
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
議
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（
議
員
の
任
期
）

第
三
十
四
条

前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
議
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
議
員
の
任
期
は
、
前
任
者

の
残
任
期
間
と
す
る
。

２

前
項
の
議
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
資
料
提
出
の
要
求
等
）

第
三
十
五
条

会
議
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、

資
料
の
提
出
、
意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

会
議
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者
に
対

し
て
も
、
必
要
な
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
十
六
条

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
会
議
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
六
章

雑
則

（
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
未
然
防
止
等
の
た
め
の
事
業
主
に
対
す
る
援
助
）

第
三
十
七
条

国
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
（
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
個
別
労
働
関
係
紛
争
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
又
は
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
に
資
す
る
事

業
の
円
滑
な
展
開
を
図
る
た
め
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
に
お
い
て
新
た
に
事
業
所
を
設
置
し
て
新
た
に
労
働
者
を
雇
い
入
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れ
る
外
国
会
社
そ
の
他
の
事
業
主
に
対
す
る
情
報
の
提
供
、
相
談
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
情
報
の
提
供
、
相
談
及
び
助
言
は
、
事
業
主
の
要
請
に
応
じ
て
雇
用
指
針
（
個
別
労
働
関
係
紛
争
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
労
働
契
約
に
係
る
判
例
を
分
析
し
、
及
び
分
類
す
る
こ
と
に
よ
り
作
成
す
る
雇
用
管
理
及
び
労
働
契

約
の
在
り
方
に
関
す
る
指
針
で
あ
っ
て
、
会
議
の
意
見
を
聴
い
て
作
成
す
る
も
の
を
い
う
。
）
を
踏
ま
え
て
行
う
も
の
を
含

む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
援
助
の
実
施
に
関
し
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
関
係
行
政
機
関
の
長
に

対
し
、
意
見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

内
閣
総
理
大
臣
及
び
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
対
し
、
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
係

る
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
第
一
項
に
規
定
す
る
援
助
の
実
施
状
況
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
前
項
の

意
見
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
も
の
と
す
る
。

５

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
及
び
関
係
行
政
機
関
の
長
が
述
べ
た
意
見
を
尊
重
す

る
も
の
と
す
る
。

（
構
造
改
革
特
別
区
域
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
事
業
と
の
連
携
）
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第
三
十
八
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
募
集
に
応
じ
行
わ
れ
た
提
案
で
あ
っ
て
、
構
造
改
革
特
別

区
域
法
第
二
条
の
二
に
規
定
す
る
構
造
改
革
の
推
進
等
に
資
す
る
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
三
条
第
四
項
に
規

定
す
る
提
案
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２

構
造
改
革
特
別
区
域
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
特
定
事
業
と
相
ま
っ
て
よ
り
効
果
を
上
げ
る
よ
う
、
内

閣
総
理
大
臣
及
び
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
そ
の
円
滑
か
つ
確
実
な
実
施
に
関
し
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
主
務
省
令
）

第
三
十
九
条

こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、
当
該
規
制
に
つ
い
て
規
定
す
る
法
律
及
び
法
律
に
基
づ
く
命
令
（
人
事
院

規
則
、
公
正
取
引
委
員
会
規
則
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
、
公
害
等
調
整
委
員
会
規
則
、
公
安
審
査
委
員
会
規
則
、
中
央
労

働
委
員
会
規
則
、
運
輸
安
全
委
員
会
規
則
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
を
除
く
。
）
を
所
管
す
る
内
閣
府
又
は
各
省
の
内

閣
府
令
（
告
示
を
含
む
。
）
又
は
省
令
（
告
示
を
含
む
。
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
人
事
院
、
公
正
取
引
委
員
会
、
国
家
公
安

委
員
会
、
公
害
等
調
整
委
員
会
、
公
安
審
査
委
員
会
、
中
央
労
働
委
員
会
、
運
輸
安
全
委
員
会
又
は
原
子
力
規
制
委
員
会
の

所
管
に
係
る
規
制
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
人
事
院
規
則
、
公
正
取
引
委
員
会
規
則
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
、
公
害
等
調
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整
委
員
会
規
則
、
公
安
審
査
委
員
会
規
則
、
中
央
労
働
委
員
会
規
則
、
運
輸
安
全
委
員
会
規
則
又
は
原
子
力
規
制
委
員
会
規

則
と
す
る
。

（
命
令
へ
の
委
任
）

第
四
十
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
命
令
で
定
め
る
。

（
経
過
措
置
）

第
四
十
一
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
命
令
又
は
条
例
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
命
令

又
は
条
例
で
、
そ
の
制
定
又
は
改
廃
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
（
罰
則

に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

一

第
三
章
、
第
四
章
及
び
第
三
十
七
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
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定
め
る
日

二

附
則
第
五
条
及
び
第
六
条
の
規
定

こ
の
法
律
の
公
布
の
日
又
は
産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十

八
号
）
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

三

附
則
第
七
条
の
規
定

こ
の
法
律
の
公
布
の
日
又
は
農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
二
号
）
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

（
検
討
）

第
二
条

政
府
は
、
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
の
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
一
定

の
期
間
内
に
終
了
す
る
と
見
込
ま
れ
る
事
業
の
業
務
（
高
度
の
専
門
的
な
知
識
、
技
術
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
も
の
に
限

る
。
）
に
就
く
労
働
者
で
あ
っ
て
、
使
用
者
と
の
間
で
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
も
の
（
そ
の
年
収
が
常

時
雇
用
さ
れ
る
一
般
の
労
働
者
と
比
較
し
て
高
い
水
準
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者
に
限
る
。
）
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る

者
に
つ
い
て
の
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
の
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
へ
の
転
換
に
係
る
労
働
契
約
法
（
平
成

十
九
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
算
契
約
期
間
の
在
り
方
及
び
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契

約
の
締
結
時
、
当
該
労
働
契
約
の
期
間
の
満
了
時
等
に
お
い
て
労
働
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
が
生
じ
な
い
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よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
そ
の
他
必
要
な
事
項
で
あ
っ
て
全
国
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
も
の
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
（
第
三
項
に
お
い
て
「
特
定
措
置
」
と
い
う
。
）
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
討
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
労
働
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

政
府
は
、
特
定
措
置
を
講
ず
る
た
め
に
必
要
な
法
律
案
を
平
成
二
十
六
年
に
開
会
さ
れ
る
国
会
の
常
会
に
提
出
す
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
と
す
る
。

４

政
府
は
、
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
の
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
多
様
な
教
育
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
公
立
学
校
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
立
学
校
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
教
育
水
準
の
維
持
向
上
及
び
公
共
性
の
確

保
を
図
り
な
が
ら
、
公
立
学
校
の
管
理
を
民
間
に
委
託
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、
関
係
地
方
公
共
団
体
と
の
協
議
の

状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
一
年
以
内
を
目
途
と
し
て
そ
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の

結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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５

政
府
は
、
毎
年
、
国
家
戦
略
特
区
支
援
利
子
補
給
金
の
活
用
及
び
認
定
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い
る
第
二
条
第
二
項
第

二
号
に
規
定
す
る
事
業
の
実
施
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
以
内

に
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

６

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
以
内
に
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
訓
令
又
は
通
達
に
関
す
る
措
置
）

第
三
条

関
係
行
政
機
関
の
長
が
発
す
る
訓
令
又
は
通
達
の
う
ち
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
家
戦

略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
の
必
要
性
に
鑑
み
、
こ
の
法

律
の
規
定
に
準
じ
て
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
六
条
の
う
ち
復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
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加
え
る
改
正
規
定
中
「
表
に
」
を
「
表
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）

の
項
の
次
に
」
に
改
め
る
。

（
産
業
競
争
力
強
化
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

産
業
競
争
力
強
化
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
十
四
条
の
う
ち
復
興
庁
設
置
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
表
に
」
を
「

表
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の

項
の
次
に
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
十
五
条
を
削
る
。

（
産
業
競
争
力
強
化
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
調
整
規
定
）

第
六
条

産
業
競
争
力
強
化
法
の
施
行
の
日
が
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関
す
る
法
律

の
施
行
の
日
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
条
の
う
ち
産
業
競
争
力
強
化
法
附
則
第
四
十
四
条
の
改
正
規
定
中
「
国
際
的
な
子
の

奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
」
と
あ
る
の
は
、
「

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
」
と
す
る
。
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（
農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
三
項
中
「
第
十
八
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
十
八
条
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

内
閣
府
設
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
事
項
」
の
下
に
「
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
中
第
三
号
の
二
を

第
三
号
の
三
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
の
二

国
家
戦
略
特
別
区
域
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
国
家
戦
略
特
別
区
域
を
い
う
。
第
三
項
第
三
号
の
七
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
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び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
の
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
政
策
に
関
す
る
事
項

第
四
条
第
三
項
第
三
号
の
六
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
の
七

国
家
戦
略
特
別
区
域
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
計
画

に
関
す
る
こ
と
、
同
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
金
融
機
関
の
指
定
及
び
同
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特

区
支
援
利
子
補
給
金
の
支
給
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び

国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の
事
務
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
三
項
第
六
号
の
二
中
「
第
一
項
第
三
号
の
二
」
を
「
第
一
項
第
三
号
の
三
」
に
改
め
る
。

「

「

国
家
戦
略
特
別

第
十
八
条
第
二
項
の
表
中

中
央
防
災
会
議

災
害
対
策
基
本
法

を
」

中
央
防
災
会
議

区
域
諮
問
会
議

国
家
戦
略
特
別
区
域
法

に
改
め
る
。

災
害
対
策
基
本
法

」

（
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
一
条
及
び
第
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
二
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
三
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
の
見
出
し
及
び
項
番
号
を
削
る
。

（
復
興
庁
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

復
興
庁
設
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（

第
三
十
九
条

又
は
各
省
の
内
閣
府
令

、
復
興
庁
又
は
各
省
の
内

平
成
二
十
五
年
法
律
第
百

閣
府
令
（
告
示
を
含
む
。

七
号
）

）
、
復
興
庁
令

（
復
興
庁
設
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
調
整
規
定
）

第
十
一
条

こ
の
法
律
の
公
布
の
日
が
産
業
競
争
力
強
化
法
の
公
布
の
日
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
附
則
第
五
条
（
産
業
競
争
力

強
化
法
附
則
第
四
十
四
条
の
改
正
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
六
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

別
表
（
第
二
条
関
係
）

項

事

業

関

係

条

項
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一

国
家
戦
略
特
別
区
域
外
国
人
滞
在
施
設
経
営
事
業

第
十
三
条

二

国
家
戦
略
特
別
区
域
高
度
医
療
提
供
事
業

第
十
四
条

三

国
家
戦
略
建
築
物
整
備
事
業

第
十
五
条

四

国
家
戦
略
住
宅
整
備
事
業

第
十
六
条

五

国
家
戦
略
道
路
占
用
事
業

第
十
七
条

六

農
業
法
人
経
営
多
角
化
等
促
進
事
業

第
十
八
条

七

農
地
等
効
率
的
利
用
促
進
事
業

第
十
九
条

八

国
家
戦
略
土
地
区
画
整
理
事
業

第
二
十
条

九

国
家
戦
略
都
市
計
画
建
築
物
等
整
備
事
業

第
二
十
一
条

十

国
家
戦
略
開
発
事
業

第
二
十
二
条

十
一

国
家
戦
略
都
市
計
画
施
設
整
備
事
業

第
二
十
三
条

十
二

国
家
戦
略
市
街
地
再
開
発
事
業

第
二
十
四
条

十
三

国
家
戦
略
民
間
都
市
再
生
事
業

第
二
十
五
条
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十
四

政
令
等
規
制
事
業
で
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
政
令
又
は
内
閣
府
令
・
主
務
省
令
で
定
め

第
二
十
六
条

る
も
の

十
五

地
方
公
共
団
体
事
務
政
令
等
規
制
事
業
で
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
政
令
又
は
内
閣
府
令

第
二
十
七
条

・
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
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○
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
令
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日
政
令
第
三
百
四
十
二
号
）

国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
令

内
閣
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
三
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

（
専
門
委
員
）

第
一
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
（
以

下
「
会
議
」
と
い
う
。
）
の
意
見
を
聴
い
て
、
会
議
に
専
門
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
。

３

専
門
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調
査
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す

る
。

４

専
門
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（
専
門
調
査
会
）

1
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第
二
条

会
議
は
、
そ
の
議
決
に
よ
り
、
専
門
調
査
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

専
門
調
査
会
に
属
す
べ
き
者
は
、
専
門
委
員
の
う
ち
か
ら
、
議
長
が
指
名
す
る
。
た
だ
し
、
議
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
場
合
は
、
専
門
調
査
会
に
属
す
べ
き
者
と
し
て
議
員
を
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

専
門
調
査
会
は
、
そ
の
設
置
に
係
る
調
査
が
終
了
し
た
と
き
は
、
廃
止
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
庶
務
）

第
三
条

会
議
の
庶
務
は
、
内
閣
府
本
府
に
置
か
れ
る
政
策
統
括
官
が
処
理
す
る
。

（
会
議
の
運
営
）

第
四
条

こ
の
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
議
事
の
手
続
そ
の
他
会
議
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
議
長
が
会
議
に
諮

っ
て
定
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

2



国家戦略特別区域の税制措置について

内閣官房地域活性化統合事務局

国家戦略特区の特定事業の実施主体として認定区域計画に定められたものが、国家戦略特
区内において機械等を取得した場合、特別償却又は税額控除の措置を講ずる。

対象資産 措置の内容

特別償却
機械・装置、開発研究用器具・備品

即時償却（特定中核事業
※
）

50％（特定中核事業以外）

建物及びその附属設備並びに構築物 25％

税額控除
機械・装置、開発研究用器具・備品 15％

建物及びその附属設備並びに構築物 ８％

※ 特定中核事業とは、特定事業のうち中核事業となる事業をいい、イノベーションにより新たな成長分野を切り開いていくた
めに、特に促進していくべき事業として、次の①から③のいずれにも該当するものを行う事業をいう。
①当該地域に存する人的・物的資源を活用することによって実現できる先端的な取組。
②革新的な技術開発による国民生活の改善や、新規産業・新規市場の創出につながる取組。
③他の地域に広くメリットが波及する取組。
まずは、先端的技術を活用した医療等医療分野を対象とし、さらに特区の具体的な内容についての検討が進んだ段階

において、関係者の合意を得て、必要に応じて追加される。

１．機械等を取得した場合の特別償却又は法人税額の特別控除制度の創設

２．研究開発税制の特例（法人税）

上記１．の即時償却の適用を受ける特定中核事業の用に供された開発研究用資産につい
て、即時償却に加え、その減価償却費の12％を税額控除できる措置を講ずる。

３．償却資産の特例（固定資産税）

特定中核事業のうち医療分野における一定の研究開発に関する事業の実施主体として区
域計画に定められた者が、国家戦略特区内において取得した当該研究開発の用に供する一
定の償却資産に係る固定資産税について、課税標準を最初の３年間価格の２分の１とする措
置を講ずる。

４．国家戦略民間都市再生事業に対する課税の特例措置（所得税・法人税・登録免許税等）

国家戦略民間都市再生事業を定めた区域計画について内閣総理大臣の認定を受けたとき
は、都市再生特別措置法の認定があったとみなされる。この場合に、都市再生緊急整備地域
において行われる都市再生事業の課税の特例（割増償却及び登録免許税の軽減等）の適用
を認める措置を講ずる。

世界で一番ビジネスのしやすい環境の整備に向けて、国家戦略特区において、我が国の
経済社会の活力の向上等に寄与することが見込まれる事業を行う事業者を支援する税制措
置を講ずる。

～日本再興戦略（平成25年６月14日閣議決定）抜粋～
「大胆な規制・制度改革を行い、こうした制度設計に応じた税制措置を検討の上、必要な措置を講ずる。」

内 閣 府 地 域 活 性 化 推 進 室

CS852025
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1 

 

 

「日本再興戦略」（平成 25 年 6 月 14 日閣議決定）（抜粋） 

－ 国家戦略特区関係 － 

 

第Ⅰ 総論 

 

３．成長戦略をどう実現していくか 

 

(2)「国家戦略特区」を突破口とする改革加速 

 

日本経済を中長期的な成長軌道に乗せていくためには、成長戦略を着実に実施し、浸

透させていく、地道な努力が不可欠である。一方で、日本が本気で変革する姿勢を内外

にアピールし、本当に物事を動かしていくためには、スピード感をもって規制・制度改

革やインフラの整備を実現してみせる必要がある。 

このためには今回の成長戦略に盛り込まれた施策を迅速かつ確実に実施していくこ

とが基本であるが、新たな手法として、内閣総理大臣主導で、国の成長戦略を実現する

ため、大胆な規制改革等を実行するための突破口として、「国家戦略特区」を創設する

こととする。この「国家戦略特区」では、国・自治体・民間の各主体が対峙するのでは

なく三者一体となって取り組む案件であって、これまでの特区では実現が期待できなか

った、世界からの投資を惹きつける程度にインパクトのあるものに限って対象とし、ス

ピード感を持って実現していく。 

内閣総理大臣を長とする「国家戦略特区諮問会議」や大臣・首長・民間事業者からな

る特区ごとの統合推進本部の設置など、特区をトップダウンで進めるための体制を速や

かに確立する。 

 

 

 

 

第Ⅱ．３つのアクションプラン 

 

一．日本産業再興プラン ～ヒト、モノ、カネを活性化する～ 

 

５．立地競争力の更なる強化 

 

①「国家戦略特区」の実現 

産業の国際競争力の強化等を目的とした総合特区等の従来の特区制度は、地域の発

意に基づく制度であり、より一層スピード感をもって強力に、世界の企業が日本に投

資したくなるようなビジネス環境を作るためには、国の成長戦略に基づき、内閣総理

大臣主導で、民間の力を活用しながら、集中的な取組を行うことが必要である。 
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このため、地域における取組を踏まえつつ、国家戦略の観点から、内閣総理大臣主

導の下、大胆な規制改革等を実行するための強力な体制を構築して取り組む「国家戦

略特区」を創設する。 

同特区は、規制改革の実験場として突破口を開くことを目的とする。このため、国

の経済成長に大きなインパクトを与えるものであって、国・地方自治体・民間の各主

体が対峙するのではなく三者一体となって取り組むプロジェクトを対象とする。同特

区の数は国家戦略として必要な範囲に限定する一方、大胆な規制・制度改革を行い、

こうした制度設計に応じた税制措置を検討の上、必要な措置を講じる。 

なお、従来の特区制度やこれと相互に連携している環境未来都市などの施策につい

ては、今後とも継続して着実に進めていく。また、成長著しいアジア市場に最も近接

する位置にある沖縄について、国家戦略として、特区制度の活用も図りつつ、その振

興策を総合的・積極的に推進する。 

 

○「国家戦略特区ワーキンググループ」での検討等 

・地域活性化担当大臣の下の「国家戦略特区ワーキンググループ」において、

制度設計や具体的なプロジェクト、規制改革項目の選定等を行い、本年夏ま

でに方針を固める。 

・これを受けて、国・地方・民間からなる統合推進本部を立ち上げるとともに、

速やかに国会において所要の法的措置を講じる。 

・「国家戦略特区」が取り組むべき課題として、例えば、「居住環境を含め、世

界と戦える国際都市の形成」、「医療等の国際的イノベーション拠点整備」と

いった観点から、特区内における特例措置はもとより、全国で適用される規

制・制度改革項目の積極的な活用や重要インフラの整備なども組み合わせ、

成長の起爆剤となる世界で一番ビジネスがしやすい環境を作り上げる。 

・そのような視点で、現在、国家戦略特区ワーキンググループで検討している、

優先的に取り組むべき規制・制度改革項目等を例示すれば、以下のとおりで

ある。  

① 都心居住促進のための容積率・用途等土地利用規制の見直し 

国際都市形成にあたり、都心居住の環境整備を加速化するため、都市計

画決定権限を有する地方自治体のみならず、国が自ら戦略的に都市計画を

主導する地域を設け、都心におけるマンション建設に際し、オフィスビル

に容積を移転するなど、これまでとは次元の異なる対策を、前述の特区制

度設計と併せて速やかに講ずる。 

② 外国医師による外国人向け医療の充実 

外国医師の医療行為として研修目的のみを認めている「臨床修練制度」

について、教授・臨床研究目的の追加や期間の延長を認めることなどの見

直しを全国的に行うための法案について、医療法等改正法案の一部として

今年度中に提出する。 

また、併せて、質の担保を確保しつつ、特区における外国人向け医療の

充実を図ることを検討する。 
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③ インターナショナルスクールに関する設置認可条件等の見直し 

いわゆるインターナショナルスクールについて、外国人が就労するに当

たって重要視する要素の一つである子どもの教育環境の充実の観点から、

校地・校舎の所有要件の緩和など、国内での設置を困難にしているルー

ルの見直しを強力に推進する。 

④ 研究者等への労働契約法をめぐる課題に関する検討 

労働契約法の若手研究者のキャリア形成に対する影響を懸念する指摘

もあることから、研究現場の実態を踏まえ、研究者等のキャリアパス、

大学における人事労務管理のあり方など労働契約法をめぐる課題につい

て関係省が連携して直ちに検討を開始し、１年を目途に可能な限り早急

に結論を得て、必要な措置を講じる。 

⑤ 首都圏空港の機能強化と都心アクセスの改善 

今年度末の羽田空港の国際線３万回増枠、来年度中の成田空港の３０

万回化を着実に実施しつつ、首都圏の各空港の地方路線と海外路線との

接続を改善するなどの更なる機能強化を検討するとともに、都心と両空

港とのアクセス改善に向けて、既設の鉄道の活用や都心部における大深

度地下の利用などによる都心直結線の整備に向けた検討を進める。 

⑥ 公立学校運営の民間への開放 

公立学校で多様な教育を提供する観点から、公立学校運営の民間開放 

（民間委託方式による学校の公設民営等）が有効な方策となり得ること

を踏まえ、少なくとも特区において、こうした民間開放を柔軟に行うこ

とについて、速やかに検討を開始し、できるだけ早期に結論を得る。 

 

○特区推進体制の整備 

・内閣総理大臣を長とする「国家戦略特区諮問会議」の設置や国家戦略特区担

当大臣の任命など、特区をトップダウンで進めるための政府体制を速やかに

確立する。 
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国家戦略特区における規制改革事項等の検討方針 

 

平成２５年１０月１８日 

 

日本の経済社会の風景を変える大胆な規制・制度改革を実行していく

ための突破口として、「居住環境を含め、世界と戦える国際都市の形成」、

「医療等の国際的イノベーション拠点整備」といった観点から、特例的な

措置を組み合わせて講じ、成長の起爆剤となる世界で一番ビジネスがし

やすい環境を創出するため、「国家戦略特区」の具体化を進める。 

具体的には、医療、雇用、教育、都市再生・まちづくり、農業、歴史的

建築物の活用の各分野において、以下の方針に基づき特例措置を検討、

具体化し、国家戦略特区関連法案を臨時国会に提出するなど、所要の

措置を講ずる。 

 

 

 

１．医療  
 

◇  国内外の優れた医師を集め、最高水準の医療を提供できる、世界

トップクラスの「国際医療拠点」を作り、国内に居住・滞在する外国人が

安心して医療を受けられることはもとより、世界中の人たちがそこで治

療を受けたいと思うような場所にする。 

 

◇  特区内で、「国際医療拠点」として相当の外国人患者の受け入れを

見込む医療機関について、高度の医療水準の確保を条件として、以下

の規制改革を認めるとともに、臨時国会に提出する特区関連法案の

中に必要な特例措置を盛り込む。 

 

（１） 国際医療拠点における外国医師の診察、外国看護師の業務解禁 

・  国際医療拠点において、高度な医療技術を有する外国医師の

受入れを促進する観点から、全国における制度改革として、臨床

修練制度を拡充する。 

日本経済再生本部決定 
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   なお、当該外国医師が従事する医療機関において、外国看護

師が現行の臨床修練制度を活用してチーム医療を提供すること

も可能となる。 

・  また、東京オリンピックの開催も追い風に、今後、我が国に居

住・滞在する外国人が急増することが見込まれる。  

こうした中で、医師に係る二国間協定の対象国の拡大、特区内

に限定して人数枠の拡大、受け入れ医療機関の拡大及び自国民

に限らず外国人一般に対して診療を行うことを認めるといった対

応を行う。 

 

（２） 病床規制の特例による病床の新設・増床の容認 

・  東京オリンピックの開催も追い風に、今後、我が国に居住・滞在

する外国人が急増することが見込まれる。 

・  国際医療拠点で高度な水準の医療を提供する病床を新設・増

床する場合に、特区ごとに設置する統合推進本部で決定した高

度な水準の医療を提供するための病床数の範囲で、都道府県が、

基準病床数に加えることを可能とすることについて、統合推進本

部の構成やその在り方と併せて検討する。 

 

（３） 保険外併用療養の拡充 

   ・  医療水準の高い国で承認されている医薬品等について、臨床

研究中核病院等と同水準の国際医療拠点において、国内未承認

の医薬品等の保険外併用の希望がある場合に、速やかに評価を

開始できる仕組みを構築する。 

 

◇ 医学部の新設に関する検討 

・  医学部の新設については、高齢化社会に対応した社会保障制

度改革や全国的な影響等を勘案しつつ、国家戦略特区の趣旨を

踏まえ、関係省庁と連携の上、検討する。 
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２．雇用  

 

◇ 特区内で、新規開業直後の企業及びグローバル企業等が、優秀な

人材を確保し、従業員が意欲と能力を発揮できるよう、以下の規制改

革を認めるとともに、臨時国会に提出する特区関連法案の中に必要な

規定を盛り込む。 

 

（１） 雇用条件の明確化 

・  新規開業直後の企業及びグローバル企業等が、我が国の雇用 

ルールを的確に理解し、予見可能性を高めることにより、紛争を生

じることなく事業展開することが容易となるよう、「雇用労働相談セ

ンター（仮称）」を設置する。 

・  また、裁判例の分析・類型化による「雇用ガイドライン」を活用し、

個別労働関係紛争の未然防止、予見可能性の向上を図る。 

・  本センターは、特区毎に設置する統合推進本部の下に置くものと

し、本センターでは、新規開業直後の企業及びグローバル企業の

投資判断等に資するため、企業からの要請に応じ、雇用管理や労

働契約事項が上記ガイドラインに沿っているかどうかなど、具体的

事例に即した相談、助言サービスを事前段階から実施する。 

・  以上の趣旨を、臨時国会に提出する特区関連法案の中に盛り 

込む。 

 

（２） 有期雇用の特例 

・  例えば、これからオリンピックまでのプロジェクトを実施する企業

が、７年間限定で更新する代わりに無期転換権を発生させることな

く高い待遇を提示し優秀な人材を集めることは、現行制度上はでき

ない。 

・  したがって、新規開業直後の企業やグローバル企業をはじめと

する企業等の中で重要かつ時限的な事業に従事している有期労

働者であって、「高度な専門的知識等を有している者」で「比較的高

収入を得ている者」などを対象に、無期転換申込権発生までの期

間の在り方、その際に労働契約が適切に行われるための必要な
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措置等について、全国規模の規制改革として労働政策審議会にお

いて早急に検討を行い、その結果を踏まえ、平成２６年通常国会に

所要の法案を提出する。 

・  以上の趣旨を、臨時国会に提出する特区関連法案の中に盛り 

込む。 
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３．教育  

 

◇ 特区内で、以下の規制改革を認めるとともに、これについて臨時国

会に提出する特区関連法案の中に必要な規定を盛り込む。 

 

（１） 公立学校運営の民間への開放（公設民営学校の設置） 

・  東京オリンピックの開催も追い風に、国際バカロレアの普及拡

大を通じたグローバル人材の育成や、スポーツ・体育の充実など

に係る必要性が増している。 

・  こうした中で、公立学校で多様な教育を提供する観点から、教

育活動の質や公立学校としての公共性を確保しつつ、特区にお

いて、公立学校運営の民間開放（民間委託方式による学校の公

設民営等）を可能とすることとし、関係地方公共団体との協議の

状況を踏まえつつ、特区関連法案の施行後一年以内を目途とし

て検討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずる。 
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４．都市再生・まちづくり  

 

◇ 特区内で、以下の規制改革を認めるとともに、臨時国会に提出する

特区関連法案の中に特例措置として盛り込む。 

 

（１） 都心居住促進のための容積率・用途等土地利用規制の見直し 

   ・  東京オリンピックの開催も追い風に、国際都市として更に進化を

目指す都市設計を推進するとともに、都心居住の環境整備を加

速化するため、特区においては、都市計画決定を特区ごとに設置

する統合推進本部が行い、国が自ら戦略的に都市計画を主導し、

都心におけるマンション建設に際し、オフィスビルに容積を移転す

るなどの特例措置を速やかに講ずる。 

 

（２） エリアマネジメントの民間開放（都市機能の高度化等を図るための

道路の占用基準の緩和） 

・  都市における国際的なイベントの実施や多言語看板、オープ 

ンカフェの設置等の道路空間の有効利用を行うことが可能となる

よう、道路管理者が当該特区計画区域内で道路の占用を許可で

きるようにするための基準の緩和を行う。 

 

（３） 滞在施設の旅館業法の適用除外 

・  東京オリンピックの開催も追い風に、今後、我が国に居住・滞在

する外国人が急増することが見込まれる。 

   ・  こうした中で、外国人の滞在ニーズに対応する一定の賃貸借型

の滞在施設について、３０日未満の利用であっても、利用期間等

の一定の要件を満たす場合は、旅館業法の適用を除外する。 
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５．農業  

 

◇ 特区内で、以下の規制改革を認めるとともに、臨時国会に提出する

特区関連法案の中に必要な特例措置を盛り込む。 

 

（１） 農業への信用保証制度の適用 

・  農業について、商工業とともに行うものに関しては、金融機関か

らより円滑に資金調達できるようにするため、都道府県の応分の

負担を前提に、信用保証協会が保証を付与することを可能とす

る。 

 

（２） 農家レストランの農用地区域内設置の容認 

   ・  地域で生産される農畜産物又はそれを原材料として製造・加工

したものの提供を行う農家レストランについて、農業者がこれを農

用地区域に設置できるよう、要件を緩和する。 

 

なお、農業委員会と市町村の事務分担、農業生産法人の６次産業化

推進等のための要件緩和についても早急に検討する。 
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６．歴史的建築物の活用  

 

◇ 速やかに全国規模の規制改革を進める。 

 

（１） 古民家等の歴史的建築物の活用のための建築基準法の適用除外

など 

 

・  重要文化財までには至らない各地の古民家等の、いわゆる「歴

史的建築物」（町家、武家屋敷、庄屋等）については、現在、空き

家化や解体等が進展しているが、他方で、宿泊施設、レストラン、

サテライトオフィス等として積極的に有効活用し、地域活性化や国

際観光等に貢献させたいとのニーズが飛躍的に高まっている。 

 

・  また、東京オリンピックの開催も追い風に、今後、我が国に居

住・滞在する外国人が急増することが見込まれる。 

    

・  こうした中で、より多くの歴史的建築物の活用等が円滑に行わ

れるよう、建築審査会における個別の審査を経ずに、地方自治体

に新たに設ける専門の委員会等（歴史的建築物の活用等や構造

安全性に係る専門家などから構成）により、建築基準法の適用除

外を認める仕組みを推進する。 

 

・  また、より多くの歴史的建築物について、消防長又は消防署長

が消防法施行令第32条に定める消防用設備等の基準の適用除

外に該当するかどうかの判断をより円滑に行えるよう、積極的に、

関連する事例を情報共有するとともに、各地域からの相談を受け

付ける仕組みを構築する。 

 

・  さらに、歴史的建築物の活用を全国規模で推進し、地域の活性

化や国際観光の振興を図るため、内閣官房において、府省横断

的な検討体制を整備する。 
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◇ 特区内で、以下の規制改革を認めるとともに、必要な特例措置を講

ずる。 

 

（１） 歴史的建築物に関する旅館業法の特例 

・  地方自治体の条例に基づき選定される歴史的建築物について、

一定の要件を満たす場合は、旅館業法上の施設基準の適用を一

部除外する。（例えば、ビデオカメラや２４時間の連絡窓口が設置さ

れる場合などはフロントなしでも認めることなど） 
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